
メ
ディ
ア
や
知
事
た
ち
を
罵
倒

市
は
５
月
１
０
日
で
社
会
隔

離
政
策
を
緩
め
ら
れ
る
状
態

に
は
な
い
。
現
状
の
隔
離
率

（
平
日
は
４
８
％
）
を
も
っ

と
高
く
す
る
た
め
、
隔
離
厳

格
化
も
検
討
中
だ
」
と
語
っ

た
。
市
は
幹
線
道
路
を
封
鎖

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。 

　

４
月
２
４
日
現
在
の
聖
市

の
地
区
別
の
死
者
数
（
疑
わ

れ
る
例
も
含
む
）
最
多
は
、

ブ
ラ
ジ
ラ
ン
ジ
ア
の
８
１
人

で
、
サ
ポ
ペ
ン
バ
の
７
７
人
、

サ
ン
マ
テ
ウ
ス
の
５
８
人
が

続
く
。 

　

理
想
的
な
隔
離
率
７
０
％

に
遠
く
及
ば
な
い
中
、
聖

市
で
は
感
染
者
が
増
え
続

け
て
い
る
。
２
月
２
６
日

か
ら
４
月
２
３
日
ま
で
の

疑
似
症
患
者
の
報
告
数
は

４
万
５
５
１
８
人
で
、
１

日
平
均
８
１
２
人
ず
つ
増

え
て
い
た
が
、
４
月
２
４
〜

２
６
の
３
日
間
の
報
告
数
は

１
万
人
以
上
で
、
１
日
平
均

３
４
０
０
人
以
上
に
跳
ね
上

が
っ
た
。 

　

市
民
た
ち
の
隔
離
へ
の
忍

　

４
月
２
９
日
に
起
き
た
、
最
高
裁
に
よ
る
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
ラ
マ
ジ
ェ
ム
氏
の
連
邦
警
察
長
官
就
任
差
し

止
め
に
対
し
、
同
氏
の
就
任
に
固
執
す
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
、
４
月
３
０
日
に
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
デ
・

モ
ラ
エ
ス
判
事
に
対
決
姿
勢
で
強
弁
す
る
な
ど
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
に
独
善
的
な
物
言
い
が
続
い
て
い
る
。
４

月
２
８
、３
０
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

 

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
４

月
３
０
日
、
出
演
し
た
ラ
ジ

オ
番
組
の
中
で
「
コ
ロ
ナ
に

か
か
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
何
も
感
じ
な
か
っ

た
」
と
し
、
初
め
て
感
染
し

て
い
た
可
能
性
を
認
め
た
。

一
方
、
大
統
領
四
男
の
レ
ナ

ン
氏
も
前
夜
、「
以
前
、
コ

か
」「
憲
法
に
は
大
統
領
に

任
命
権
が
あ
る
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。憲
法
を
尊
重
す
べ
き
」

「
決
め
る
の
は
私
だ
」
と
主

張
し
、
最
高
裁
に
控
訴
を
行

う
よ
う
に
、
Ａ
Ｇ
Ｕ
に
指
示

し
た
。 

　

こ
の
件
は
じ
め
、
４
月

２
９
日
か
ら
３
０
日
の
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
言
動
は

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
。

２
９
日
は
大
統
領
府
内
を
前

所
属
の
社
会
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ

Ｌ
）
の
２
５
人
の
下
議
た
ち

と
練
り
歩
き
、
取
材
陣
と
の

応
対
で
も
、
下
議
た
ち
が
口

出
し
を
し
、
大
統
領
を
擁
護

す
る
な
ど
の
行
為
が
見
ら
れ

た
。 

　

ま
た
、
同
日
夜
に
は
自
身

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
、
世
界

保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が「
幼

児
に
自
慰
行
為
や
同
性
愛
を

勧
め
る
」
と
批
判
し
た
が
、

引
用
し
た
内
容
が
ま
る
っ
き

ラ
マ
ジ
ェ
ム
巡
り
最
高
裁
と
対
決

耐
が
限
界
に
近
付
い
て
い
る

こ
と
は
州
政
府
の
懸
念
材
料

だ
。
特
に
感
染
拡
大
の
激
し

い
聖
市
で
は
医
療
シ
ス
テ
ム
へ

の
負
荷
が
過
大
に
な
り
、
新

今
後
も
死
者
の
増
加
ペ
ー
ス

が
収
ま
ら
な
け
れ
ば
、
最
も

厳
格
な
〃
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都

市
封
鎖
）
〃
を
含
む
、
よ
り

厳
格
な
社
会
隔
離
政
策
を
と

報
じ
た
。 

　

感
染
者
数
、
死
者
数
１
位

の
聖
州
は
５
月
１
０
日
ま
で

州
全
域
で
外
出
自
粛
令
、
基

幹
業
務
以
外
の
営
業
停
止

令
が
出
て
い
る
。
一
番
感
染

規
模
が
大
き
い
聖
市
で
は
、

１
１
日
以
降
も
外
出
自
粛
令

が
延
長
さ
れ
、
規
定
も
厳
格

化
さ
れ
る
の
で
は
と
報
じ
ら

れ
た
。 

　

聖
市
保
健
局
長
の
エ
ジ
ソ

ン
・
ア
パ
レ
シ
ド
氏
は
、「
聖

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
被
害
は
拡
大

を
続
け
、
４
月
３
０
日
の

保
健
省
発
表
で
は
、
感
染

者
８
万
５
３
８
０
人
、
死

者
５
９
０
１
人
に
達
し
た
。

前
日
比
で
の
感
染
者
数
は

７
２
１
８
人
（
９
・
２
％
）、

死
者
数
は
４
３
５
人
（
８
・

０
％
）
の
増
加
だ
。

　

州
別
の
感
染
者
数
、
死
者

数
で
１
位
、
２
位
の
聖
州
、

リ
オ
州
で
は
、
社
会
隔
離

政
策
の
延
長
や
厳
格
化
の
可

能
性
も
出
て
い
る
と
、
４
月

３
０
日
付
伯
字
各
サ
イ
ト
が

聖
市
リ
オ
で
隔
離
厳
格
化
も

感
染
拡
大
率
４
８
カ
国
で
最
大

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
示
唆
す
る
専
門
家

る
意
向
を
表
明
し
て
い
る
。 

　

保
健
省
予
防
接
種
伝
染
病

局
元
局
長
の
ジ
ュ
リ
オ
・
ク

ロ
ー
ダ
氏
は
４
月
２
８
日
、

州
別
感
染
者
数
３
位
の
セ

ア
ラ
ー
州
の
州
都
フ
ォ
ル
タ

レ
ー
ザ
市
と
５
位
の
ア
マ
ゾ

ナ
ス
州
の
州
都
マ
ナ
ウ
ス
市

は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
行
う
べ
き

状
態
だ
と
発
言
し
た
。 

　

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
は
人
々
の

往
来
を
完
全
に
禁
止
す
る
、

最
も
厳
し
い
社
会
隔
離
政
策

で
、
中
国
や
イ
タ
リ
ア
、
ス

ペ
イ
ン
で
採
ら
れ
た
。
伯
国

で
は
ま
だ
採
用
さ
れ
て
い
な

い
が
、
４
月
２
７
日
発
表
の

疫
学
速
報
第
１
４
号
は
そ
の

可
能
性
も
示
唆
し
て
い
る
。 

　

ク
ロ
ー
ダ
氏
は
、
国
土
が

広
い
伯
国
で
は
「
コ
ロ
ナ
対

策
も
、
地
域
毎
に
、
人
口
や

病
床
数
、
医
療
イ
ン
フ
ラ
の

充
実
度
を
考
慮
し
て
変
化
さ

せ
る
べ
き
」
と
し
て
い
る
。 

聖
市
３
カ
所
目
の
臨
時
病
院
を
視
察
す

る
、
ド
リ
ア
聖
州
知
事
（
左
端
）
と
コ
ー

ヴ
ァ
ス
聖
市
長
（
聖
州
政
府
提
供
）

社
会
的
隔
離
を
難
し
く
す
る
、
緊
急
援

助
金
を
引
き
下
ろ
す
た
め
に
出
来
た
長

蛇
の
列
（Prefeitura de Caruaru

）

コ
ロ
ナ
検
査
の
結
果
は
提
出
せ
ず

コ ロ ナ 禍

り
異
な
る
文
脈
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
を
指
摘
さ
れ
、
２
０

分
ほ
ど
で
削
除
し
た
。 

　

さ
ら
に
、
３
０
日
朝
に
は

グ
ロ
ー
ボ
局
を「
リ
ッ
シ
ョ（
ゴ

ミ
）」「
ポ
ル
カ
リ
ア
（
ガ
ラ

ク
タ
）」
と
呼
び
、
放
送
認
可

の
延
長
を
差
し
止
め
る
と
威

嚇
的
発
言
を
行
っ
た
上
、
証

拠
も
な
い
ま
ま
に
「
コ
ロ
ナ
ウ

ル
ス
の
援
助
金
の
横
流
し
を

行
っ
て
い
る
州
が
あ
る
」
な
ど

と
も
発
言
し
た
。 

　

他
方
、
司
法
界
か
ら
の
大

統
領
へ
の
締
め
付
け
も
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。
大
統
領
は

４
月
３
０
日
、
聖
州
連
邦
地

裁
に
、
４
８
時
間
以
内
に
提

出
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
結
果
を

提
出
し
た
が
、
診
断
書
な
し

で
「
陰
性
」
と
報
告
し
た
。 

　

ま
た
、
最
高
裁
の
ル
イ
ス
・

フ
ク
ス
判
事
か
ら
は
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
が
下
議
時
代
に
ス

ロ
ナ
に
感
染
し
た
け
ど
、
あ

ん
な
の
は
た
だ
の
グ
リ
ペ

ジ
ー
ニ
ャ
（
軽
い
風
邪
）」

と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
言
し
た
。
大

統
領
は
裁
判
所
か
ら
の
命
令

で
検
査
結
果
の
提
出
を
求
め

ら
れ
た
が
、
診
断
書
は
出
さ

ず
に
「
陰
性
だ
っ
た
」
と
報

告
し
た
。
連
邦
政
府
内
で
は

３
月
ま
で
に
２
０
人
以
上
が

コ
ロ
ナ
に
感
染
。
も
し
、
あ

の
時
期
に
感
染
し
て
い
た
な

ら
、
デ
モ
の
群
衆
な
ど
に
自

ら
触
り
に
行
っ
た
行
為
は
犯

罪
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
死
者

も
５
千
人
を
超
え
た
今
、
冗

談
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
が
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

４
月
２
４
日
に
、
セ
ル
ジ

オ
・
モ
ロ
前
法
相
か
ら
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
に
よ
る
圧

力
行
為
に
加
担
し
た
と
指
摘

さ
れ
た
カ
ル
ラ
・
ザ
ン
ベ
ッ

リ
下
議
も
、
問
題
視
さ
れ
る

言
動
が
相
次
い
で
い
る
。
同

下
議
は
、
大
統
領
が
指
名
し

た
ラ
マ
ジ
ェ
ム
氏
の
連
警
長

官
就
任
を
阻
止
し
た
ア
レ
ッ

シ
ャ
ン
ド
レ
・
デ
・
モ
ラ
エ

ス
判
事
を
、「
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
聖

州
最
大
の
犯
罪
集
団
）
と
繋

が
っ
て
い
る
」
と
揶
揄
し
た

上
、「
伯
国
で
は
か
ら
の
棺

桶
が
墓
場
に
埋
め
ら
れ
て
い

る
」
と
コ
ロ
ナ
禍
を
も
否
定

し
た
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　
「
隔
離
、
段
階
解
除
か
」

と
思
わ
れ
て
い
た
聖
市
だ

が
、
そ
れ
は
起
こ
ら
ず
、
逆

に
前
よ
り
厳
し
く
な
る
こ
と

に
。
隔
離
生
活
が
２
カ
月
目

に
突
入
し
た
こ
と
で
、
州
民

に
は
疲
労
と
家
計
へ
の
心
配

が
募
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、

一
度
は
「
緩
め
る
」
と
の
意

向
を
表
明
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
州
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
維
持
が
難
し
く
な
る
。
な

ん
と
か
気
を
取
り
直
し
、
感

染
者
、
死
者
の
減
少
に
協
力

し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
。 

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
三
男

の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
下
議
（
社

会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
が
起

こ
し
て
い
た
、
両
院
合
同
の

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
関
す
る

議
会
調
査
委
員
会
（
Ｃ
Ｐ
Ｍ

Ｉ
）
差
し
止
め
請
求
が
、
最

高
裁
の
ジ
ウ
マ
ー
ル
・
メ
ン
デ

ス
判
事
に
よ
っ
て
却
下
さ
れ

た
。
４
月
３
０
日
付
伯
字
サ

イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。 

　
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
下
議
は
４

月
２
０
日
に
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
の

継
続
停
止
と
昨
年
１
２
月
に

行
わ
れ
た
委
員
会
の
無
効
化

を
訴
え
て
い
た
。 

　

１
２
月
の
委
員
会
は
２
度

開
か
れ
、
そ
の
内
の
１
回
で

は
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
と
同

じ
政
党
で
、
同
氏
の
後
任
の

Ｐ
Ｓ
Ｌ
下
院
リ
ー
ダ
ー
で
も

あ
る
ジ
ョ
イ
セ
・
ハ
ッ
セ
ル
マ

ン
氏
が
招
か
れ
、
連
邦
政
府

の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
拡
散
グ

ル
ー
プ「
憎
悪
部
隊
」の
リ
ー

ダ
ー
は
、
大
統
領
次
男
カ
ル

ロ
ス
氏
と
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
の

二
人
だ
と
証
言
し
て
い
た
。 

　
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
は
訴
状

で
、
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
が
方
向
性
を

失
い
、
自
分
を
迫
害
す
る
場

に
な
っ
た
と
主
張
し
た
。 

　

だ
が
、
メ
ン
デ
ス
判
事
は
、

「
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
は
行
う
べ
き
活

動
を
実
践
し
た
に
す
ぎ
な
い
」

と
し
、
ジ
ョ
イ
セ
下
議
の
行

動
を
正
当
化
し
た
。 

　

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
Ｃ
Ｐ

Ｍ
Ｉ
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
活

動
継
続
が
保
障
さ
れ
た
。 

　

同
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
に
は
先
月

２
４
日
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
と
の
対
立
で
電
撃
辞
任
し

た
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
前
法
相

の
参
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

　

前
法
相
は
、
大
統
領
を
告

発
す
る
た
め
で
は
な
く
、
辞

任
当
時
、
大
統
領
府
内
で
行

わ
れ
て
い
た
不
正
な
活
動
に

関
す
る
重
要
な
証
言
を
行
う

た
め
に
参
加
す
る
と
の
意
向

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
最
初
の

感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
か
ら

６
５
日
目
、
最
初
の
死
者
が

出
て
か
ら
で
は
４
５
日
目
の

４
月
３
０
日
、
エ
ス
タ
ー
ド

紙
や
Ｇ
１
サ
イ
ト
な
ど
が
、

伯
国
は
他
の
国
々
よ
り
も
感

染
の
広
が
り
方
が
激
し
く
、

１
日
あ
た
り
の
死
者
数
が
ま

だ
増
え
続
け
て
い
る
と
指
摘

す
る
研
究
結
果
を
報
じ
た
。 

　

英
国
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・

カ
レ
ッ
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
が
４
月

２
９
日
に
発
表
し
た
４
８
カ

国
の
状
況
分
析
に
よ
る
と
、

伯
国
で
は
１
人
の
感
染
者
が

２
・
８
１
人
に
感
染
を
広
げ

て
お
り
、
４
８
カ
国
で
最
も

多
い
。
１
人
か
ら
の
感
染
者

数
が
多
い
の
は
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
２
・
２
４
、
メ
キ
シ
コ

１
・
９
５
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
１
・

７
８
、
ペ
ル
ー
１
・
５
５
、
ロ

シ
ア
１
・
５
２
な
ど
。
最
低

は
ギ
リ
シ
ャ
の
０
・４
１
だ
。 

　

こ
の
デ
ー
タ
は
、
伯
国

の
感
染
拡
大
の
ペ
ー
ス
が
速

い
事
や
感
染
の
連
鎖
を
断

ち
切
れ
て
い
な
い
事
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
４
月

２
９
日
の
伯
国
の
感
染
者
は

１
日
で
６
２
７
６
人
増
え

７
万
８
１
６
２
人
、
死
者
も

４
４
９
人
増
の
５
４
６
６
人

と
な
っ
た
。 

　

だ
が
、
伯
国
の
感
染
者
や

死
者
数
は
、
検
査
対
象
が
限

定
さ
れ
て
い
る
事
や
死
因
不

明
の
死
者
や
コ
ロ
ナ
感
染
が

死
因
と
見
ら
れ
て
い
る
死
者

が
多
い
事
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
実
態
か
ら
か
け
離
れ

て
お
り
、
最
低
５
０
万
人
が

感
染
し
て
い
る
は
ず
と
い
う

専
門
家
も
い
る
。 

　

伯
国
は
最
初
の
死
者
発

生
後
の
１
日
毎
の
死
者
数
の

推
移
で
も
突
出
し
て
お
り
、

死
者
数
の
伸
び
が
早
い
上
、

室
が
充
分
に
あ
る
、
死
者
数

減
少
が
２
週
間
以
上
続
く
、

１
人
の
感
染
者
か
ら
の
感
染

者
数
が
１
・
１
以
下
、
感
染

を
避
け
る
た
め
の
保
護
具
や

検
査
が
確
保
さ
れ
て
い
る
、

感
染
拡
大
が
起
き
て
い
な
い

か
を
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
が

あ
る
の
５
項
目
を
挙
げ
て
い

る
。 

　

伯
国
で
は
ど
の
項
目
も
満

た
せ
て
い
な
い
の
に
隔
離
緩

和
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

厳
格
な
感
染
予
防
策
を
採
用

し
、
緩
和
に
も
慎
重
だ
っ
た

ド
イ
ツ
で
も
緩
和
後
は
感
染

月
の
１
２
・
７
％
と
比
較
す

る
と
、
今
年
は
０
・
５
％
Ｐ

下
が
り
、
失
業
者
は
む
し
ろ

減
っ
て
い
る
。 

　

伯
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
の
は
２
月
２
６
日
で
、
感

染
は
そ
れ
以
降
、
国
内
全
土

に
加
速
度
的
に
広
ま
っ
た
。

３
月
下
旬
に
は
各
州
で
、
特

定
業
種
の
営
業
禁
止
令
や
、

外
出
自
粛
令
も
出
た
が
、
３

月
締
め
の
デ
ー
タ
に
コ
ロ
ナ

禍
が
ど
こ
ま
で
影
響
し
た
か

は
不
明
だ
。 

　

今
年
１
〜
３
月
の
就

業
人
口
は
９
２
２
０
万
人

で
、
昨
年
１
０
〜
１
２
月
の

９
４
５
０
万
人
と
比
べ
、
２
・

５
％
減
少
し
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ

に
よ
る
と
、
こ
れ
は
統
計
開

始
以
来
最
大
の
下
げ
幅
だ
。

こ
れ
ま
で
の
最
大
下
げ
幅
は
、

２
０
１
５
年
第
４
四
半
期
か

ら
１
６
年
第
１
四
半
期
に
か

け
て
の
１
・７
％
減
だ
っ
た
。 

　

同
調
査
で
は
、
非
正
規

雇
用
者
が
最
も
影
響
を
受
け

た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
昨
年
第
４
四
半
期
か
ら
今

年
第
１
四
半
期
に
か
け
て
職

を
失
っ
た
２
３
０
万
人
の
内
、

１
９
０
万
人
が
非
正
規
雇
用

者
だ
っ
た
」
と
調
査
ア
ナ
リ

ス
ト
の
ア
ド
リ
ア
ナ
・
ベ
リ

ン
ガ
イ
氏
は
語
っ
て
い
る
。

　

従
来
の
Ｐ
ｎ
ａ
ｄ
は
対
面

調
査
だ
っ
た
が
、
今
回
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
せ
い
で
電
話
調

査
の
み
と
な
っ
て
い
る
。 

大
統
領
三
男
の
訴
え
却
下

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
は
継
続

４
０
日
後
も
続
く
死
者
急
増
傾
向

コロナショック

感
染
者
８
万
５
３
８
０
、死
者
５
９
０
１

最 高 裁

１
〜
３
月
の
失
業
率
１
２
・
２
％

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
４
月
以
降
か

４月３０日のボウソナロ大統領
（Marcos Correa/PR）

　

４
月
２
９
日
に
行
わ
れ
た

ア
ン
ド
レ
・
メ
ン
ド
ン
サ
新

法
相
の
就
任
式
で
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
は
、「
ま
も
な
く
、

新
し
い
連
邦
警
察
長
官
も
発

表
で
き
る
は
ず
だ
」
と
語
り
、

モ
ラ
エ
ス
判
事
に
よ
る
差
し

止
め
命
令
を
無
視
し
て
ラ
マ

ジ
ェ
ム
氏
を
強
行
就
任
さ
せ

る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。 

　

ラ
マ
ジ
ェ
ム
氏
は
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
家
と
家
族
ぐ
る
み
の
付
き

合
い
が
あ
り
、
同
氏
を
連
警

長
官
に
指
名
し
た
の
も
、
連

警
が
行
っ
て
い
る
大
統
領
次

男
カ
ル
ロ
ス
氏
に
関
す
る
捜

査
な
ど
、
大
統
領
一
家
に
関

わ
る
捜
査
妨
害
や
捜
査
の
進

捗
状
況
に
関
す
る
情
報
入
手

が
目
的
と
の
疑
惑
が
あ
が
っ

て
お
り
、
そ
の
た
め
の
差
し

止
め
だ
。
連
邦
警
察
側
も
、

セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
前
法
相
人

脈
で
も
あ
る
ジ
ズ
ネ
イ
・
ロ

セ
ッ
テ
ィ
長
官
代
行
の
継
続

を
望
ん
で
い
た
。 

　

だ
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は

モ
ラ
エ
ス
氏
の
命
令
後
、
い
っ

た
ん
は
指
名
を
取
り
消
し
た

も
の
の
、
そ
の
後
に
態
度
を
一

変
。
連
邦
総
弁
護
庁
（
Ａ
Ｇ

Ｕ
）
の
忠
告
を
拒
否
し
、
モ

ラ
エ
ス
判
事
の
判
断
は
「
政

治
的
決
定
」「
判
事
一
人
の

判
断
で
、
大
統
領
に
よ
る
任

命
を
差
し
止
め
る
と
は
何
事

　

地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
が
４
月
３
０
日
に
発
表

し
た
全
国
家
庭
サ
ン
プ
ル
調

査
（
Ｐ
ｎ
ａ
ｄ
）
に
よ
る
と
、

今
年
１
月
〜
３
月
の
平
均
失

業
率
は
１
２
・
２
％
、
失
業

者
の
実
数
は
１
２
９
０
万
人

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
同

日
付
現
地
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。 

　

こ
の
数
字
を
そ
の
直
前
の

昨
年
１
０
〜
１
２
月
の
平
均

失
業
率
１
０
・
９
％
と
比
較

す
る
と
、
１
・３
％
ポ
イ
ン
ト

（
Ｐ
）
増
加
し
て
い
る
。
実

数
に
す
る
と
１
２
０
万
人
が

求
職
者
の
列
に
加
わ
っ
た
計

算
だ
。
な
お
、
昨
年
１
〜
３

ポ
ー
ト
ラ
イ
ト
社
か
ら
受
け

た
光
熱
費
の
過
払
い
疑
惑
に

関
す
る
捜
査
依
頼
を
連
邦
検

察
庁
に
出
さ
れ
た
。 

　

さ
ら
に
、
国
連
が
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
政
権
を
、「
何
百
万
人

も
の
命
を
危
険
に
さ
ら
し
て

い
る
」
と
厳
し
く
批
判
す
る

報
告
を
出
し
た
こ
と
が
４
月

２
９
日
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。 

エスカレートする奇行ボウソナロ
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し
い
患
者
の
受
け
入

れ
が
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
る
。 

　

聖
州
に
次
い
で
感

染
者
数
と
死
者
数
が

多
い
リ
オ
州
で
も
、

４
月
３
０
日
に
、
リ

オ
州
政
府
と
リ
オ
市

が
隔
離
政
策
延
長
を

発
表
し
た
。
リ
オ
市

の
マ
ル
セ
ロ
・
ク
リ

ヴ
ェ
ラ
市
長
は
５
月

１
５
日
ま
で
、
リ
オ

州
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・

ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
知
事
は

５
月
１
１
日
ま
で
の

延
長
を
表
明
し
て
い

る
。 

　

ク
リ
ヴ
ェ
ラ
市
長

は
４
月
２
９
日
に
、

者
数
が
再
び
増
加
に
転
じ
て

い
る
し
、
伯
国
で
一
部
緩
和

を
行
っ
た
州
や
市
で
も
、
感

染
者
急
増
を
見
て
い
る
。 

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
隔
離
緩
和

を
説
く
姿
勢
は
、
国
際
的
な

懸
念
の
種
だ
。
ネ
ウ
ソ
ン
・

タ
イ
シ
保
健
相
は
４
月
２
９

日
、
隔
離
政
策
を
決
め
る
の

は
知
事
や
市
長
と
し
つ
つ
、

感
染
拡
大
が
続
く
間
は
緩
和

す
べ
き
で
は
な
い
と
の
見
解

を
表
明
。「
感
染
拡
大
の
ピ
ー

ク
が
い
つ
か
は
誰
も
知
ら
な

い
」
と
も
語
っ
た
。

４
０
日
を
過
ぎ
て
も

グ
ラ
フ
の
角
度
が
変

わ
っ
て
い
な
い
。
Ｉ

Ｃ
は
、
伯
国
で
は
今

週
中
に
５
千
人
以
上

の
死
者
が
出
る
可
能

性
を
指
摘
。
米
国
の

死
者
は
１
万
３
千
〜

５
千
人
の
予
想
だ
が
、

同
国
の
感
染
拡
大
は

既
に
減
速
中
だ
。 

　

Ｉ
Ｃ
は
感
染
症
の

統
計
調
査
に
は
実
績

が
あ
り
、
英
国
が
社

会
的
隔
離
政
策
を
採

用
し
た
の
も
Ｉ
Ｃ
の

進
言
を
受
け
た
も
の

だ
。
Ｉ
Ｃ
は
、
社
会

的
隔
離
政
策
の
緩
和

条
件
に
、
集
中
治
療

□緊急時の連絡先□
●サンパウロ日伯援護協会「本部事務局」

　TEL: (11) 3274-6483
朝８時から午後５時まで。日本語対応可。相談内容に応じて、福祉士などに回す。

●サンタクルス病院
「新型コロナウイルス感染症の緊急外来受診のためのコールセンター」

　TEL: (11) 97572-4602　日本語対応、24時間。

⇒在ブラジル大使館（連邦区、ゴイアス州、トカンチンス州）
　代表電話 (61) 3442-4200／ 夜間連絡先 : ブラジル国内から（地域番号なし）4003-2142
　サイト :  https://www.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在サンパウロ総領事館（サンパウロ州、マト・グロッソ州、マト・グロッソ・ド・スール州、三角ミナス地域）
　代表電話 (11) 3254-0100       　サイト : https://www.sp.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在クリチバ総領事館（パラナ州、サンタ・カタリーナ州）
　代表電話 (41) 3322-4919　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ベレン領事事務所（パラ州、マラニョン州、アマパ州、ピアウイ州）
　代表電話 (91) 3249-3344　　サイト : https://www.belem.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在リオデジャネイロ総領事館（リオデジャネイロ州、エスピリト・サント州、ミナス・ジェライス州）
　代表電話 : (41) 3322-4919／ 受付時間外及び休館日 : ブラジル国内から (0) 21-3461-9595
　サイト : https://www.rio.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ポルトアレグレ領事事務所（リオ・グランデ・ド・スール州）
　代表電話 : (51) 3334-1299　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000040.html
⇒在マナウス総領事館（アマゾナス州、ロンドニア州、ロライマ州、アクレ州）
　代表電話 : (92) 3232-2000　　サイト : https://www.manaus.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在レシフェ総領事館（セアラー州、リオ・グランデ・ド・ノルテ州、セルジッペ州、ペルナンブコ州、アラゴアス州、バイア州、パライバ州）
　代表電話 : (81) 3049-8300　　サイト : https://www.recife.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

●万が一、医療機関等に隔離され、日本政府の援護が必要な場合の在外公館の連絡先リスト



者し
ゃ

を
助た

す

け
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
り
ま

す
が
、
低て

い

所し
ょ

得と
く

者し
ゃ

の
中な

か

に
は

６
０
０
レ
ア
ル
と
い
う
慎つ

つ

ま

し
い
支し

援え
ん

金き
ん

す
ら
受う

け
取と

る

こ
と
が
非ひ

常じ
ょ
うに
難む

ず
か
し
い
人ひ

と

が

い
る
と
思お

も

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
悪わ

る

い
こ
と
に
今こ

年と
し

は
選せ

ん

挙き
ょ

の
年と

し

で
、
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

と
立り

っ

法ぽ
う

、
司し

法ほ
う

の
ト
ッ
プ
は

お
互た

が

い
の
こ
と
を
理り

解か
い

せ
ず
、

連れ
ん

邦ぽ
う

と
州し

ゅ
う
や
市し

も
関か

ん

係け
い

は
悪あ

っ

化か

す
る
一い

っ

途と

で
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

の
人ひ

と

々び
と

は
よ
り
規き

律り
つ

的て
き

で
政せ

い

府ふ

か
ら
の
宣せ

ん

言げ
ん

を
尊そ

ん

重ち
ょ
うし
て

い
る
印い

ん

象し
ょ
うが
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
日に

本ほ
ん

は
台た

い

風ふ
う

や
地じ

震し
ん

、

津つ

波な
み

、
洪こ

う

水ず
い

な
ど
の
度た

び

重か
さ

な

る
災さ

い

害が
い

を
乗の

り
越こ

え
て
災さ

い

害が
い

に
対た

い

す
る
心

こ
こ
ろ

構が
ま

え
や
対た

い

策さ
く

が

で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

２
０
１
１
年ね

ん

３
月が

つ

に
発は

っ

生せ
い

し
た
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

の
際さ

い

に

も
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

の
行こ

う

動ど
う

は
迅じ

ん

速そ
く

で
し
た
。

　

今こ
ん

回か
い

日に

本ほ
ん

は
地ち

域い
き

的て
き

に
感か

ん

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
輩は

い

出し
ゅ
つし
て

き
た
。
現げ

ん

在ざ
い

、
オ
ン
ラ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
に
よ
る
ド

ラ
マ
・
映え

い

画が

視し

聴ち
ょ
うが
当あ

た
り

前ま
え

に
な
っ
て
い
る
が
、
取と

り
扱

あ
つ
か

わ
れ
る
の
は
ヒ
ッ
ト
作さ

く

が
ほ
と

ん
ど
。
実じ

っ

験け
ん

的て
き

な
イ
ン
デ
ィ

ー
ズ
作さ

く

品ひ
ん

を
楽た

の

し
み
た
い
人ひ

と

は
是ぜ

非ひ

見み

て
み
て
は
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う
で
は
５
月が

つ

若わ
か

手て

監か
ん

督と
く

の
日に

本ほ
ん

映え
い

画が

を
紹し

ょ
う

介か
い

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

基き

金き
ん

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

吉よ
し

岡お
か

黎れ
い

明め
い

会か
い

長ち
ょ
う

最さ
い

近き
ん

、
特と

く

に
ご
機き

嫌げ
ん

斜な
な

め
な
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

（Foto: 
M

arcello Casal JrAgência Brasil

）

（２）２０２０年 第５４７９号	 ５月	 １日	（金曜日）

校こ
う

生せ
い

の
交こ

う

流り
ゅ
うを
描か

い
て
同ど

う

映え
い

画が

祭さ
い

の
観か

ん

客き
ゃ
く

賞し
ょ
うを
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし

た
青せ

い

春し
ゅ
んド
ラ
マ
『
少

し
ょ
う

女じ
ょ

邂か
い

逅こ
う

』

（
監か

ん

督と
く

：
枝え

だ

優ゆ
う

花か

）

▼
同ど

う

映え
い

画が

祭さ
い

で
準じ

ゅ
ん
グ
ラ
ン
プ

リ
、
ベ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

賞し
ょ
う、
女じ

ょ

優ゆ
う

賞し
ょ
うの
３
冠か

ん

に
輝か

が
やい

た
青せ

い

春し
ゅ
んス
ト
ー
リ
ー
『
な
っ

ち
ゃ
ん
は
ま
だ
新し

ん

宿じ
ゅ
く』（
監か

ん

督と
く

：
首し

ゅ

藤と
う

凜り
ん

）

▼
男だ

ん

女じ
ょ

の
間あ

い
だ

に
友ゆ

う

情じ
ょ
うは
本ほ

ん

当と
う

に
存そ

ん

在ざ
い

す
る
の
か
？ 

ア

ラ
サ
ー
女じ

ょ

性せ
い

編へ
ん

集し
ゅ
う

者し
ゃ

が
た

ま
た
ま
出で

会あ

っ
た
レ
ン
タ
ル

“
オ
ト
コ
ト
モ
ダ
チ
”
の
物も

の

語が
た
り『
月つ

き

極ぎ
め

オ
ト
コ
ト
モ
ダ
チ
』

（
監か

ん

督と
く

：
穐あ

き

山や
ま

茉ま

由ゆ

）

▼
音お

ん

楽が
く

を
通つ

う

じ
て
出で

会あ

っ
た
、

幸こ
う

福ふ
く

も
不ふ

幸こ
う

も
知し

ら
な
い
少

し
ょ
う

年ね
ん

少し
ょ
う

女じ
ょ

た
ち
の
不ぶ

器き

用よ
う

で

空く
う

虚き
ょ

で
美う

つ
く
し
い
一ひ

と

夏な
つ

の
記き

憶お
く

。

静し
ず

か
で
孤こ

独ど
く

な
青せ

い

春し
ゅ
ん

映え
い

画が

の

傑け
っ

作さ
く

『
暁ぎ

ょ

闇う
あ
ん』（
監か

ん

督と
く

：
阿あ

部べ

は
り
か
）

▼
渡わ

た

辺な
べ

紘ひ
ろ

文ぶ
み

監か
ん

督と
く

と
ロ
ッ
ク

　

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

基き

金き
ん

が
立た

ち

上あ

げ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
事じ

業
ぎ
ょ
う

「Japanese Film
 Fes-

tival

」（
Ｊ
Ｆ
Ｆ
）
が
、
日に

本ほ
ん

若わ
か

手て

監か
ん

督と
く

に
よ
る
イ
ン
デ
ィ

皆み
な

様さ
ま

の
お
か
げ
で
守ま

も

ら
れ
る
憩い

こ
い

の
園そ

の

細さ
い

心し
ん

の
注ち

ゅ
う

意い

払は
ら

っ
て
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

介か
い

護ご

コ
ロ
ナ
災さ

い

禍か 

連れ
ん

帯た
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
レ
ー　
（
７
）

救き
ゅ
う

済さ
い

会か
い　

会か
い

長ち
ょ
う　

 

吉よ
し

岡お
か 

黎れ
い

明め
い

　「E DAÍ」という言
い

い方
か た

はボウソナロ大
だ い

統
と う

領
りょう

が最
さ い

近
き ん

、
期

き

待
た い

される返
へ ん

事
じ

と異
こ と

なる答
こ た

え方
か た

をしたので、町
ま ち

雀
すずめ

の注
ちゅう

目
も く

を集
あ つ

めています。
（１）２８日

に ち

、コロナウイルスでブラジルの死
し

者
し ゃ

が
５０１７人

に ん

となり、本
ほ ん

家
け

の中
ちゅう

国
ご く

のそれを超
こ

えたので、
記

き

者
し ゃ

が大
だ い

統
と う

領
りょう

にコメントを求
も と

めたところ、「E DAÍ !（そ
れで？）」と返

か え

し、おまけに「ワシの名
な

前
ま え

（ミドルネー
ム）には『メシアス』があるが、救

きゅう

世
せ い

主
し ゅ

ではないから
奇

き

跡
せ き

を起
お

こせない」「死
し

ぬ人
ひ と

も居
い

れば、生
い

きる人
ひ と

もいる。
それが人

じ ん

生
せ い

でないか」と回
か い

答
と う

し、国
こ く

際
さ い

的
て き

に話
わ

題
だ い

になり
ました。
　日

に

本
ほ ん

ではアレコレ言
い

う前
ま え

に、まず『亡
な

くなった方
か た

々
が た

に心
こころ

からのお悔
く

やみを申
も う

し上
あ

げます』とか言
い

いますが、
大
だ い

統
と う

領
りょう

はそんなことどこ吹
ふ

く風
か ぜ

の様
よ う

子
す

だったので悪
あ く

評
ひょう

でした。
（２）連

れ ん

邦
ぽ う

警
け い

察
さ つ

長
ちょう

官
か ん

に息
む す

子
こ

の知
ち

人
じ ん

を任
に ん

命
め い

したことを聞
き

かれ、また「E DAÍ」と返
か え

し、「全
まった

く知
し

らない人
ひ と

より、
良

よ

く知
し

った人
ひ と

を選
せ ん

任
に ん

したのだ。信
し ん

頼
ら い

のおける人
ひ と

を任
に ん

命
め い

したのに何
ど

処
こ

が悪
わ る

い？」とのこと。
　この任

に ん

命
め い

は各
か く

界
か い

から強
つ よ

い非
ひ

難
な ん

を受
う

け、就
しゅう

任
に ん

直
ちょく

前
ぜ ん

、

た
異い

色し
ょ
く

作さ
く

『
聖せ

い

な
る
も
の
』

（
監か

ん

督と
く

：
岩い

わ

切き
り

一い

空そ
ら

）

▼
孤こ

独ど
く

な
女じ

ょ

子し

高こ
う

生せ
い

と
転て

ん

干か
ん

渉し
ょ
う」
に
関か

ん

し
て
も
、
世よ

論ろ
ん

の
５
６
％
が
「
信し

ん

じ
る
」
と

答こ
た

え
、「
信し

ん

じ
な
い
」
の
２
８

％
の
２
倍ば

い

を
記き

録ろ
く

し
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

の
う
ち
か
ら
、「
２
２

年ね
ん

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

で
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏し

に
勝か

つ
人じ

ん

物ぶ
つ

が
い
る
と
し

た
ら
モ
ロ
氏し

」
と
い
う
こ
と
は

一い
ち

部ぶ

メ
デ
ィ
ア
で
も
指し

摘て
き

さ
れ

て
い
た
。
今こ

ん

回か
い

の
両

り
ょ
う

者し
ゃ

の
対た

い

決け
つ

を
「
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

で
の
前ぜ

ん

哨し
ょ
う

戦せ
ん

」
と
見み

る
向む

き
さ
え
あ
る

が
、
果は

た
し
て
２
２
年ね

ん

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

で
、
こ
の
両

り
ょ
う

者し
ゃ

の
対た

い

決け
つ

の
可か

能の
う

性せ
い

は
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

こ
の
問と

い
に
対た

い

し
コ
ラ
ム

子し

は
あ
え
て
「
あ
り
得え

る
が
、

そ
の
確か

く

率り
つ

は
高た

か

く
な
い
」
と

答こ
た

え
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
な
ぜ
か
。
ま
ず
一ひ

とつ
は
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

自じ

身し
ん

が
任に

ん

期き

を

全ま
っ
とう
で
き
る
か
ど
う
か
が
微び

妙み
ょ
うだ
か
ら
だ
。
３
月が

つ

か
ら
続つ

づ

く
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関か

ん

し
て
の
非ひ

常じ
ょ
う

識し
き

な
見け

ん

解か
い

や
軍ぐ

ん

政せ
い

復ふ
っ

古こ

支し

持じ

デ
モ
へ
の
参さ

ん

加か

、

そ
し
て
モ
ロ
氏し

に
対た

い

し
て
の
疑ぎ

惑わ
く

な
ど
で
、
現げ

ん

在ざ
い

、
下か

院い
ん

に

罷ひ

免め
ん

請せ
い

求き
ゅ
うが
殺さ

っ

到と
う

中ち
ゅ
うで
、
大だ

い

い
わ
け
が
な
い
。
罷ひ

免め
ん

審し
ん

議ぎ

は
一い

ち

度ど

却き
ゃ
っ

下か

さ
れ
る
と
勢い

き
お
い

を
失う

し
な
う
た
め
、
む
し
ろ
良よ

い

タ
イ
ミ
ン
グ
を
待ま

っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
コ
ラ
ム
子し

に
は

そ
う
に
し
か
見み

え
な
い
。

　

ま
た
、
仮か

り

に
今い

ま

、
セ
ン
ト

ロ
ン
が
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

側が
わ

に
付つ

い
た

と
し
て
も
、
モ
ロ
氏し

の
よ
う

な
目め

玉だ
ま

閣か
く

僚り
ょ
うは
も
う
お
ら
ず
、

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

自じ

身し
ん

が
批ひ

判は
ん

し
て
い

た
「
古ふ

る

い
政せ

い

治じ

」
の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
う

的て
き

存そ
ん

在ざ
い

の
セ
ン
ト
ロ
ン
と
結け

っ

託た
く

す
れ
ば
、
こ
の
先さ

き

、
２
年ね

ん

半は
ん

、

人に
ん

気き

が
持も

つ
と
も
思お

も

え
な
い
。

ま
し
て
や
誰だ

れ

と
で
も
す
ぐ
喧け

ん

嘩か

を
し
て
し
ま
う
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏し

の
こ
と
だ
か
ら
、
こ
の
関か

ん

係け
い

が
保た

も

て
る
か
ど
う
か
も
微び

妙み
ょ
うだ
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
モ
ロ
氏し

の
方ほ

う

だ
が
、

セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ
ロ
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

判は
ん

事じ

が
出だ

し
た
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの

連れ
ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

干か
ん

渉し
ょ
う

疑ぎ

惑わ
く

の
調

ち
ょ
う

査さ

で
、
自じ

身し
ん

に
有ゆ

う

利り

な
展て

ん

開か
い

を
引ひ

き
出だ

せ
れ
ば
人に

ん

気き

も
さ
ら

に
出で

る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
勢

い
き
お

い
で
２
２
年ね

ん

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

で

勝し
ょ
う

利り

―
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
も

あ
る
と
思お

も

う
。

　

だ
が
、
肝か

ん

心じ
ん

な
「
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

と
し
て
の
資し

質し
つ

は
？
」
と
な
る

と
、
コ
ラ
ム
子し

は
甚は

な
は
だ
疑ぎ

問も
ん

だ
。
元も

と

々も
と

、
司し

法ほ
う

畑ば
た
け

一い
っ

本ぽ
ん

で

き
た
人じ

ん

生せ
い

で
、
州し

ゅ
う
や
市し

の
よ

う
な
自じ

治ち

体た
い

を
治お

さ

め
た
経け

い

験け
ん

は
な
い
。
さ
ら
に
司し

法ほ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

に
し
て
は
口く

ち

下べ

手た

な
印い

ん

象し
ょ
う

な
っ
た
人じ

ん

物ぶ
つ

と
し
て
ジ
ウ
マ
氏し

が
思お

も

い
出だ

さ
れ
る
が
、
ご
存ぞ

ん

知じ

の
よ
う
に
罷ひ

免め
ん

を
経け

い

験け
ん

。

そ
れ
を
思お

も

い
出だ

し
て
不ふ

安あ
ん

に

な
る
国こ

く

民み
ん

も
い
る
だ
ろ
う
。

　

モ
ロ
氏し

か
ら
う
か
が
わ
れ

る
の
は
「
右う

翼よ
く

」「
保ほ

守し
ゅ

」
の

イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
、
そ
こ
か
ら

「
で
は
、
ど
う
い
う
政せ

い

治じ

を

す
る
の
か
？
」
の
具ぐ

体た
い

性せ
い

は

全ま
っ
たく
湧わ

か
な
い
。
こ
れ
で
は
、

選せ
ん

挙き
ょ

戦せ
ん

の
最さ

い

初し
ょ

は
リ
ー
ド
で

き
て
も
、
投と

う

票ひ
ょ
う

時じ

の
勢い

き
お
い
が

出で

な
い
。

　

む
し
ろ
「
正せ

い

候こ
う

補ほ

者し
ゃ

に
良よ

い
イ
メ
ー
ジ
を
与あ

た

え
る
副ふ

く

候こ
う

補ほ

」
の
方ほ

う

が
良よ

い
の
で
は
な

い
か
と
、
コ
ラ
ム
子し

は
思お

も

う
。

聖せ
い

州し
ゅ
う

知ち

事じ

の
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ

ア
氏し

や
リ
オ
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

の
ウ
ィ
ル

ソ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
氏し

。
コ

ロ
ナ
対た

い

策さ
く

も
好こ

う

評ひ
ょ
うで
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏し

と
の
対た

い

立り
つ

で
名な

を
挙あ

げ
た
彼か

れ

ら
に
つ
く
方ほ

う

が
無ぶ

難な
ん

だ
し
、
本ほ

ん

来ら
い

の
力り

き

量り
ょ
うに
も
見み

合あ

う
気き

が
す
る
の
だ
が
。
そ

の
こ
と
は
内な

い

心し
ん

、
モ
ロ
氏し

自じ

身し
ん

も
自じ

覚か
く

し
て
い
る
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
（
陽よ

う

）

統と
う

領り
ょ
う

自じ

身し
ん

が
罷ひ

免め
ん

審し
ん

議ぎ

が
始は

じ

ま
ら
な
い
よ
う
に
セ
ン
ト
ロ

ン
（
議ぎ

会か
い

中ち
ゅ
う

道ど
う

派は

グ
ル
ー
プ
）

に
交こ

う

渉し
ょ
うを
し
て
い
る
ほ
ど
。

　
コ
ロ
ナ
禍か

の
最さ

い

中ち
ゅ
うに
政せ

い

変へ
ん

を

起お

こ
し
て
ほ
し
く
な
い
と
願ね

が

う

国こ
く

民み
ん

に
配は

い

慮り
ょ

し
て
、
マ
イ
ア

議ぎ

長ち
ょ
うは
動う

ご

き
こ
そ
起お

こ
し
て
い

な
い
。
だ
が
、
同ど

う

議ぎ

長ち
ょ
うも
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
支し

持じ

者し
ゃ

か
ら
日ひ

頃ご
ろ

、

批ひ

判は
ん

の
攻こ

う

撃げ
き

対た
い

象し
ょ
うに
さ
れ
て

い
る
張

ち
ょ
う

本ほ
ん

人に
ん

だ
。
恨う

ら

み
が
な

樹  

海

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

で
モ
ロ
対た

い

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
の
可か

能の
う

性せ
い

は
？

　

４
月が

つ

２
４
日か

の
セ
ル
ジ
オ
・

モ
ロ
法ほ

う

相し
ょ
うの
突と

つ

然ぜ
ん

の
辞じ

任に
ん

は

伯は
っ

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

を
揺ゆ

る
が
し

た
。
こ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
熱ね

っ

狂き
ょ
う

的て
き

支し

持じ

基き

盤ば
ん

を
築き

ず

い
て
き
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
支し

持じ

者し
ゃ

数す
う

が
万ま

ん

単た
ん

位い

の
人に

ん

数ず
う

で
減げ

ん

少し
ょ
う。
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに

大お
お

き
な
ダ
メ
ー
ジ
ま
で
与あ

た

え

て
い
る
。

　
さ
ら
に
言い

え
ば
、
ダ
ッ
タ
フ

ォ
ー
リ
ャ
の
世よ

論ろ
ん

調ち
ょ
う

査さ

で
、
モ

ロ
氏し

が
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

し
た
「
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

に
よ
る
連れ

ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

の
捜そ

う

査さ

へ
の

じ
ゅ
　
　
か
い

が
あ
り
、
口く

ち

を
開ひ

ら

け
ば
「
汚お

職し
ょ
く

撲ぼ
く

滅め
つ

」
し
か
言い

っ
て
い
な
い

印い
ん

象し
ょ
うが
あ
る
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍か

に
関か

ん

し
て
も
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

の
意い

見け
ん

を
な
か
な
か
発は

っ

し
な
い
た

め
、「
モ
ロ
・
ス
ミ
ウ
（
モ
ロ

が
消き

え
た
）」
な
ど
と
、
よ
く

ネ
ッ
ト
上じ

ょ
うで
か
ら
か
わ
れ
て
も

い
た
。

　

加く
わ

え
て
、
同ど

う

氏し

は
過か

去こ

に

選せ
ん

挙き
ょ

に
出で

た
経け

い

験け
ん

が
な
い
。

そ
う
し
た
人じ

ん

物ぶ
つ

で
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに

モ
ロ
氏し

と
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

（Antonio Cruz/Ag.  Brasil

）

ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

は
ア
マ
ゾ
ン
の

熱ね
っ

帯た
い

雨う

林り
ん

に
住す

ん
で
い
る
原げ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

に
す
ら
及お

よ

び
、
人じ

ん

口こ
う

が

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
は
大お

お

き
な
被ひ

害が
い

を
与あ

た

え

て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
勧か

ん

告こ
く

す
る
隔か

く

離り

措そ

置ち

は
実じ

っ

行こ
う

不ふ

可か

能の
う

で
す
。

農の
う

家か

は
販は

ん

売ば
い

経け
い

路ろ

を
絶た

た
れ

て
大だ

い

損そ
ん

失し
つ

を
出だ

し
、
実じ

っ

際さ
い

に

モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー
ゼ
ス

市し

の
農の

う

家か

か
ら
「
売う

れ
な
か

っ
た
野や

菜さ
い

は
数す

う

ト
ン
に
も
な

る
」
と
聞き

い
て
い
ま
す
。

　

次つ
ぎ

の
収

し
ゅ
う

穫か
く

の
時と

き

で
も
ま
だ

感か
ん

染せ
ん

症し
ょ
うは
続つ

づ

い
て
い
る
で
し
ょ

う
。
生せ

い

産さ
ん

者し
ゃ

は
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
困こ

ん

窮き
ゅ
うし
て
農の

う

業ぎ
ょ
うは
崩ほ

う

壊か
い

し
、
都と

市し

の
人ひ

と

々び
と

は
飢き

餓が

で
死し

ん
で

し
ま
い
ま
す
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
産さ

ん

業ぎ
ょ
うも
麻ま

痺ひ

し
カ

マ
ド
の
火ひ

は
消き

え
、
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

は
解か

い

雇こ

さ
れ
て
し
ま
う
で
し

ょ
う
。
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うが
な
け
れ
ば
生い

き
残の

こ

れ
ま
せ
ん
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い

府ふ

は
低て

い

所し
ょ

得と
く

接せ
っ

触し
ょ
くを
な
る
べ
く
防ふ

せ

ぐ
ほ
か

選せ
ん

択た
く

肢し

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

施し

設せ
つ

で
は
介か

い

護ご

に
不ふ

可か

欠け
つ

な
資し

材ざ
い

が
不ふ

足そ
く

す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
職

し
ょ
く

員い
ん

は
で
き

る
限か

ぎ

り
の
手て

立だ

て
を
尽つ

く
し

て
く
れ
て
お
り
、
こ
の
献け

ん

身し
ん

に
称

し
ょ
う

賛さ
ん

を
送お

く

り
た
い
で
す
。

　

こ
の
場ば

を
借か

り
て
物ぶ

っ

資し

や

資し

金き
ん

支し

援え
ん

を
し
て
い
た
だ
い

た
皆み

な

様さ
ま

に
深ふ

か

く
感か

ん

謝し
ゃ

を
申も

う

し

上あ

げ
ま
す
。

　

第だ
い

２
次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

以い

来ら
い

の

世せ

界か
い

的て
き

災さ
い

禍か

に
、
人じ

ん

類る
い

は
見み

舞ま

わ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル

ス
と
い
う
眼め

で
見み

え
な
い
災さ

い

害が
い

は
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うで
数か

ぞ

え
切き

れ

な
い
損そ

ん

害が
い

を
与あ

た

え
て
い
ま
す
。

バ
ン
ド
の
ト
リ
プ
ル
フ
ァ
イ
ヤ

ー
が
組く

ん
だ
人に

ん

間げ
ん

ド
ラ
マ
。

現げ
ん

実じ
つ

と
虚き

ょ

構こ
う

を
行ゆ

き
来き

し
な

が
ら
映え

い

画が

作づ
く

り
や
観み

る
こ
と

の
意い

味み

を
問と

う
作さ

く

品ひ
ん

『
普ふ

通つ
う

は
走は

し

り
出だ

す
』（
監か

ん

督と
く

：
渡わ

た

辺な
べ

紘ひ
ろ

文ぶ
み

）

▼
未み

来ら
い

へ
と
向む

か
う
１
０
代だ

い

の
少

し
ょ
う

女じ
ょ

た
ち
の
姿す

が
た
を
即そ

っ

興き
ょ
う

芝し
ば

居い

で
紡つ

む

い
で
い
く
青せ

い

春し
ゅ
ん

映え
い

画が

『
無む

限げ
ん

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
』(

監か
ん

督と
く

：
大お

お

崎さ
き

章あ
き
ら)

▼
文ぶ

ん

章し
ょ
うで
し
か
自じ

分ぶ
ん

の
思お

も

い

（
監か

ん

督と
く

：
井い

の

上う
え

康こ
う

平へ
い

）

▼
変か

わ
ら
な
い
毎ま

い

日に
ち

に
辟へ

き

易え
き

し
て
い
た
男お

と
こ
が
、
昔

む
か
し

好す

き
だ

っ
た
「
後う

し

ろ
向む

き
ア
イ
ド
ル
」

に
山

や
ま
の

手て

線せ
ん

の
車し

ゃ

内な
い

で
遭そ

う

遇ぐ
う

し

た
こ
と
か
ら
始は

じ

ま
る
物も

の

語
が
た
り

『
内う

ち

回ま
わ

り
の
二ふ

た

人り

』（
監か

ん

督と
く

：

柴し
ば

野の

太た

朗ろ
う

）

▼
工こ

う

業ぎ
ょ
う

地ち

帯た
い

の
河か

川せ
ん

敷し
き

で
凶

き
ょ
う

悪あ
く

な
殺さ

つ

人じ
ん

事じ

件け
ん

が
起お

き
て
、

そ
の
記き

事じ

を
読よ

み
、
犯は

ん

人に
ん

が

昔む
か
しの
バ
イ
ト
先さ

き

の
後こ

う

輩は
い

だ
っ

た
と
知し

っ
た
主し

ゅ

人じ
ん

公こ
う

の
物も

の

語
が
た
り

　
５
月が

つ

１
日た

ち

（
金き

ん

）
が
祝

し
ゅ
く

日じ
つ

「
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

の
日ひ

」
の
た
め
、
２

日か

付づ
け

（
土ど

）
本ほ

ん

紙し

は
休

き
ゅ
う

刊か
ん

し

ま
す
。
次つ

ぎ

の
刊か

ん

行こ
う

日び

は
５
日か

付づ
け

（
火か

）
に
な
り
ま
す
。

を
伝つ

た

え
ら
れ
な
い
女じ

ょ

子し

中ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

を
描か

い
て
同ど

う

映え
い

画が

祭さ
い

の
長

ち
ょ
う

編へ
ん

部ぶ

門も
ん

で
観か

ん

客き
ゃ
く

賞し
ょ
うと
最さ

い

優ゆ
う

秀し
ゅ
う

女じ
ょ

優ゆ
う

賞し
ょ
うに
輝か

が
やい
た
青せ

い

春し
ゅ
んド

ラ
マ
『
書か

く
が
、
ま
ま
』(

監か
ん

督と
く

：
上か

み

村む
ら

奈な

帆ほ)

▼
海う

み

辺べ

の
町ま

ち

を
舞ぶ

台た
い

に
描か

か

れ
る
、
次じ

世せ

代だ
い

の
青せ

い

春し
ゅ
ん

群ぐ
ん

像ぞ
う

劇げ
き

『
左さ

様よ
う

な
ら
』(

監か
ん

督と
く

：

石い
し

橋ば
し

夕ゆ
う

帆ほ)

▼
恋こ

い

を
し
て
ス
ト
ー
カ
ー
に

な
り
起お

き
た
出で

来き

事ご
と

を
綴つ

づ

っ

た
ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ
『
ド
キ
死し

』

ＪＦＦオンライン上
じょう

で公
こう

開
かい

されている映
えい

画
が

の冒
ぼう

頭
とう

ページ

４
日か

（
月げ

つ

）
か
ら
、
メ
ト
ロ

や
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
、
バ
ス
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
タ
ク
シ
ー
、

ウ
ー
ベ
ル
な
ど
の
交こ

う

通つ
う

機き

関か
ん

を
使つ

か

う
時と

き

は
、
マ
ス
ク
を
着

ち
ゃ
く

用よ
う

す
る
こ
と
が
義ぎ

務む

付づ

け
ら

れ
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
大だ

い

都と

市し

圏け
ん

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

だ
が
、
ド
リ
ア
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

は
「
全ぜ

ん

州し
ゅ
うで
着

ち
ゃ
く

用よ
う

す
る

こ
と
を
要よ

う

請せ
い

す
る
」
と
強

き
ょ
う

調
ち
ょ
う

し
て
い
る
。
マ
ス
ク
を
し
て
い

な
い
人ひ

と

に
は
、
各か

く

交こ
う

通つ
う

機き

関か
ん

の
職

し
ょ
く

員い
ん

ら
が
、
口こ

う

頭と
う

で
教

き
ょ
う

育い
く

的て
き

な
指し

導ど
う

や
注

ち
ゅ
う

意い

を
す
る
と

の
こ
と
。
も
し
バ
ス
利り

用よ
う

者し
ゃ

に

マ
ス
ク
未み

着ち
ゃ
く

用よ
う

者し
ゃ

が
み
つ
か

っ
た
ら
、
バ
ス
会が

い

社し
ゃ

は
１
便び

ん

あ
た
り
３
３
０
０
レ
ア
ル
の

罰ば
っ

金き
ん

を
市し

か
ら
課か

せ
ら
れ
る

と
か
。
皆み

な

さ
ん
、
交こ

う

通つ
う

機き

関か
ん

を
使つ

か

う
と
き
は
必か

な
ら
ず
マ
ス
ク

着ち
ゃ
く

用よ
う

を
。

□
休き

ゅ
う

刊か
ん

の

お
知し

ら
せ
□

　

私わ
た
しは
３
月が

つ

１
４
日か

に
会か

い

長
ち
ょ
う

に
選せ

ん

出し
ゅ
つさ
れ
た
ば
か
り
。
い

き
な
り
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
驚

お
ど
ろ

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

救
き
ゅ
う

済さ
い

会か
い

が
運う

ん

営え
い

す
る
老ろ

う

人じ
ん

ホ
ー
ム
「
憩い

こ
い
の
園そ

の

」
で
は

６
７
人に

ん

の
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

が
暮く

ら
し

て
お
り
、
職

し
ょ
く

員い
ん

は
家か

族ぞ
く

同ど
う

然ぜ
ん

に
介か

い

護ご

を
し
て
い
ま
す
。
世せ

界か
い

的て
き

な
大だ

い

災さ
い

害が
い

パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
す
が
、
我わ

れ

々わ
れ

に
分わ

か
っ
て

い
る
こ
と
は
、
咳せ

き

や
く
し
ゃ
み

な
ど
の
飛ひ

沫ま
つ

か
ら
感か

ん

染せ
ん

す
る

と
言い

う
こ
と
だ
け
。

　

そ
の
た
め
に
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
家か

族ぞ
く

に
可か

能の
う

で
あ
れ
ば
、
自じ

宅た
く

へ
連つ

れ
て
行い

っ
て
も
ら
い
隔か

く

離り

を
お
願ね

が

い
し
ま
し
た
。
し
か

救き
ゅ
う

済さ
い

会か
い

の
創そ

う

立り
つ

者し
ゃ

の
一ひ

と

人り

、
ド
ナ
・
マ
ル
ガ
リ
ー
ダ
渡わ

た

辺な
べ

（
１
９
０
０
―
１
９
９
６
、
鹿か

児ご

島し
ま

）
と
入に

ゅ
う

園え
ん

者し
ゃ

（『
救き

ゅ
う

済さ
い

会か
い

の
３
７
年ね

ん

』
の
表ひ

ょ
う

紙し

よ
り
）

し
、
自じ

宅た
く

で
世せ

話わ

を

し
た
く
て
も
で
き
な

い
人ひ

と

も
多お

お

く
い
ま
す
。

施し

設せ
つ

で
は
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

を

守ま
も

る
た
め
に
衛え

い

生せ
い

面め
ん
へ

の
細さ

い

心し
ん

の
注

ち
ゅ
う

意い

を
払は

ら

い
、
訪ほ

う

問も
ん

者し
ゃ

の
制せ

い

限げ
ん

を
し
て
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

と
の

ー
ズ
映え

い

画が

の
無む

料り
ょ
うオ
ン
ラ
イ

ン
配は

い

信し
ん

（https://w
w

w
.

ja
p

a
n

esefilm
fest.

org/stream
in

g/

）
を

開か
い

始し

し
た
。
外が

い

国こ
く

向む

け
に
日に

本ほ
ん

映え
い

画が

の
若わ

か

手て

監か
ん

督と
く

作さ
く

品ひ
ん

を

紹し
ょ
う

介か
い

す
る
意い

欲よ
く

的て
き

な
取と

り
組く

み
だ
。

　

３
月が

つ

５
日か

か
ら
の
３
カ
月げ

っ

間か
ん

の
期き

間か
ん

限げ
ん

定て
い

で
公こ

う

開か
い

し
て

お
り
、
会か

い

員い
ん

登と
う

録ろ
く

は
不ふ

要よ
う

。

　

若わ
か

手て

映え
い

画が

監か
ん

督と
く

と
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
登と

う

竜り
ゅ
う

門も
ん

と
な
っ
て

い
る
、
映え

い

画が

と
音お

ん

楽が
く

を
掛か

け

合あ

わ
せ
た
映え

い

画が

祭さ
い

「
ム
ー
ジ

ッ
ク
・
ラ
ボ
（M

O
O

SIC
 

L
A

B

）」
で
２
０
１
７
年ね

ん

と

１
８
年ね

ん

に
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
うし
た
１
２
作さ

く

品ひ
ん

が
オ
ン
ラ
イ
ン
視し

聴ち
ょ
うで
き

る
。
字じ

幕ま
く

は
英え

い

語ご

。

　

上
じ
ょ
う

映え
い

作さ
く

品ひ
ん

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
。

▼
大だ

い

学が
く

の
映え

い

画が

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

所し
ょ

属ぞ
く

の
主し

ゅ

人じ
ん

公こ
う

と
仲な

か

間ま

た
ち
が

染せ
ん

を
制せ

い

限げ
ん

し
よ
う
と
し
ま
し

た
が
失し

っ

敗ぱ
い

し
、
抑お

さ

え
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
人ひ

と

々び
と

は
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くを
実じ

っ

行こ
う

し
て
人ひ

と

が
集あ

つ

ま
る

事こ
と

を
さ
け
、
あ
の
渋し

ぶ

谷や

駅え
き

に

も
通つ

う

行こ
う

人に
ん

が
少す

く

な
く
な
る
ほ

ど
で
す
。

　

愛あ
い

す
る
人ひ

と

を
失

う
し
な
っ
た
家か

族ぞ
く

、

生い

き
残の

こ

る
た
め
に
苦く

労ろ
う

し
て

い
る
人ひ

と

、
医い

療り
ょ
う

従じ
ゅ
う

事じ

者し
ゃ

、

仕し

事ご
と

を
失

う
し
な

っ
た
皆み

な

様さ
ま

に
、
今い

ま

こ
そ
共

き
ょ
う

感か
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

伝つ
た

え
し
た
い
。

　

救
き
ゅ
う

済さ
い

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うと
し
て
、
寄き

付ふ

を
し
て
く
れ
た
個こ

人じ
ん

と
企き

業ぎ
ょ
うに
、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
た
め
に
た

ゆ
ま
ぬ
努ど

力り
ょ
くを
す
る
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方か

た

々が
た

へ
に

感か
ん

謝し
ゃ

し
ま
す
。
多お

お

く
の
方か

た

々が
た

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くに
よ
っ
て
、
憩い

こ
いの
園そ

の

は

恐お
そ

ろ
し
い
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守ま

も

ら
れ
て
い
ま
す
。
大た

い

変へ
ん

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

映え
い

画が

監か
ん

督と
く

と
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
掛か

け
合あ

わ
せ
に
よ
っ
て

映え
い

画が

を
制せ

い

作さ
く

し
上

じ
ょ
う

映え
い

す
る

映え
い

画が

祭さ
い

「
ム
ー
ジ
ッ
ク
・
ラ

ボ
（M

O
O

SIC
 L

A
B

）」

は
、
２
０
１
２
年ね

ん

か
ら
始は

じ

ま

り
、
数か

ず

多お
お

く
の
新し

ん

進し
ん

気き

鋭え
い

監か
ん

督と
く

や
若わ

か

手て

俳は
い

優ゆ
う

だ
け
で
な
く

最
さ い

高
こ う

裁
さ い

判
は ん

事
じ

からこ
の人

じ ん

事
じ

「保
ほ

留
りゅう

」が
発
は つ

令
れ い

されました。
　「E DAÍ」は会

か い

話
わ

の繋
つ な

ぎの言
こ と

葉
ば

でも
ありますが、相

あ い

手
て

に反
は ん

論
ろ ん

して使
つ か

った
場

ば

合
あ い

「それがどう
した！」となります。
けっこう強

つ よ

い言
こ と

葉
ば

になるので、 使
つ か

う
時
と き

は状
じょう

況
きょう

を見
み

極
き わ

め
た方

ほ う

がいいかもし
れませんね。（駒

こ ま

）

今
きょう

日のお言
こと

葉
ば

　E  DAÍ
意
い

味
み

／「それで」

『
日に

本ほ
ん

製せ
い

造ぞ
う

／
メ
イ
ド
・
イ
ン・

ジ
ャ
パ
ン
』（
監か

ん

督と
く

：
松ま

つ

本も
と

優ゆ
う

作さ
く

）

【寄
き

付
ふ

のお願
ね が

い】
　救

きゅう

済
さ い

会
か い

ではコロナ災
さ い

禍
か

により、寄
き

付
ふ

金
き ん

の減
げ ん

少
しょう

などの経
け い

営
え い

危
き

機
き

に直
ちょく

面
め ん

し
ています。職

しょく

員
い ん

たちはマスク、医
い

療
りょう

用
よ う

エプロン、医
い

療
りょう

用
よ う

手
て

袋
ぶくろ

、アルコー
ルジェルなどの基

き

本
ほ ん

的
て き

な衛
え い

生
せ い

用
よ う

品
ひ ん

が
不

ふ

足
そ く

しています。資
し

金
き ん

でも物
ぶ っ

資
し

でも
寄

き

付
ふ

を受
う

け付
つ

けています。
【正

せ い

式
し き

団
だ ん

体
た い

名
め い

】Razão Social: As-
sistência Social Dom José Gaspar
CNPJ: 61.734.232/0001-68

【寄
き

付
ふ

の振
ふ り

込
こ み

先
さ き

】
■ Banco Bradesco
Agencia 0131-7
Cc 47647-1
■ Banco Santander
Agencia 4551
Cc 13000193-2
　振

ふ

り込
こ

んだら救
きゅう

済
さ い

会
か い

事
じ

務
む

局
きょく

（con-
tato@ikoinosono.org.br）までメー
ルを。領

りょう

収
しゅう

書
し ょ

を返
へ ん

送
そ う

する。
【 問

と

い 合
あ

わ せ 電
で ん

話
わ

】 １ １・
２４８０・１１２２

【憩
いこい

の園
そ の

住
じゅう

所
し ょ

】※寄
き

付
ふ

品
ひ ん

は憩
いこい

の園
そ の

現
げ ん

地
ち

（Rua Jardim de Repouso São 
Francisco, 881 – Guarulhos）でも
受
う け

付
つ け

中
ちゅう

。

撮さ
つ

影え
い

に
奔ほ

ん

走そ
う

す
る
姿す

が
た
を
描か

い



救
急
車
乗
務
の
看
護
師
死
亡

生前のシセロ・ロマン・デ・ソウザ氏
（同氏のインスタグラムより）

（３） ２０２０年第５４７９号 	 ５月	 １日	（金曜日）

聖州

 　

聖
州
モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク

ル
ー
ゼ
ス
市
（
モ
ジ
市
）
の

救
急
車
ス
タ
ッ
フ
（
看
護

師
）
と
し
て
働
い
て
い
た
シ

セ
ロ
・
ロ
マ
ン
・
デ
・
ソ
ウ

ザ
さ
ん
（
５
１
）
が
４
月

２
２
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―
１
９
）
に
伴
う
複
合
症
で

死
亡
し
た
。
デ
・
ソ
ウ
ザ
さ

ん
は
モ
ジ
市
の
救
急
車
に
同

乗
す
る
看
護
師
と
し
て
２
０

年
以
上
勤
務
し
て
お
り
、
定

年
退
職
す
る
権
利
を
得
て
い

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
災
禍
が
国
を
襲
っ
て
い

る
最
中
に
退
職
す
る
こ
と
を

望
ま
ず
、「
危
機
が
落
ち
着

く
ま
で
勤
務
を
続
け
、
そ
の

後
に
退
職
し
よ
う
」
と
勤
務

を
続
け
て
い
た
。

　

デ
・
ソ
ウ
ザ
さ
ん
が
勤
務

し
て
い
た
モ
ジ
市
内
第
１
７

消
防
隊
詰
め
所
で
は
４
月

１
千
人
あ
た
り
僅
か
０
・
６
３
人

コ
ロ
ナ
検
査
少
な
い
ブ
ラ
ジ
ル

公
共
交
通
機
関
利
用
時
の
マ
ス
ク
着
用
義
務
化

タ
ク
シ
ー
、
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
に
も
有
効

　

デ
・
ソ
ウ
ザ
さ
ん
は
、
周

り
の
人
か
ら
愛
さ
れ
て
い

た
。い
つ
も
冗
談
を
忘
れ
ず
、

苛
酷
な
任
務
の
中
で
も
同
僚

を
支
え
、患
者
を
励
ま
し
た
。

入
院
の
数
日
前
、
４
月
１
４

日
に
は
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
へ

の
対
応
に
つ
い
て
、
隊
員
と

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
ほ
ど
元

気
だ
っ
た
。
２
日
後
の
４
月

１
６
日
、
デ
・
ソ
ウ
ザ
さ
ん

は
、
上
役
で
あ
り
、
友
人
で

も
あ
っ
た
ゴ
ド
イ
中
尉
に
電

話
を
か
け
、
自
分
の
健
康
状

態
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ゴ

ド
イ
中
尉
は
電
話
越
し
に
、

デ
・
ソ
ウ
ザ
さ
ん
が
少
し
息

切
れ
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と

を
察
し
た
が
、
そ
れ
以
外
で

は
元
気
そ
う
だ
っ
た
と
語

る
。
デ
・
ソ
ウ
ザ
さ
ん
の
死

は
そ
れ
か
ら
６
日
後
。
あ
ま

り
早
い
容
態
の
変
化
に
、
周

り
は
シ
ョ
ッ
ク
を
隠
せ
な

い
。

　

ゴ
ド
イ
中
尉
も
、「
本
当

に
驚
い
て
い
る
、
入
院
す
る

直
前
に
一
緒
に
朝
食
を
と
っ

た
。そ
の
週
の
終
わ
り
に『
彼

が
病
気
だ
』
と
聞
き
、
そ
の

後
『
容
態
は
安
定
し
て
回
復

し
て
い
る
』
と
ま
で
聞
い
て

聖州

ＵＳＰが開発した人工呼吸器インスピレ（Divulgação/
Poli-USP）

代
表
者
な
ど
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
。
臨
床
試
験
で
は
、

圧
力
や
酸
素
の
量
な
ど
を
患

者
に
合
わ
せ
て
調
整
出
来
る

か
も
確
認
さ
れ
た
。

　

伯
国
で
使
用
さ
れ
て
い
る

人
工
呼
吸
器
は
輸
入
品
が
大

半
で
あ
る
た
め
、
国
内
の
企

業
が
生
産
性
を
上
げ
る
事
が

い
た
の
に
」
と
語
っ
た
。

　

聖
州
看
護
師
協
会
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
ロ

マ
ン
氏
も
、
デ
・
ソ
ウ
ザ
さ

ん
の
馴
染
み
だ
。「
シ
セ
ロ

（
デ
・
ソ
ウ
ザ
さ
ん
）
は
自

分
の
仕
事
を
愛
し
て
い
た
。

職
業
人
と
し
て
素
晴
ら
し

か
っ
た
。
私
と
苗
字
が
同
じ

で
、
事
情
を
知
ら
な
い
人
た

ち
に
、『
俺
た
ち
、
い
と
こ

な
ん
だ
』
っ
て
冗
談
を
よ
く

コ
ー
ロ
ル
元
大
統
領
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
の
罷
免
を
予
告
？

「
そ
の
映
画
な
ら
も
う
見
た
」

定
年
退
職
断
り
勤
務
続
行
、
コ
ロ
ナ
に
倒
れ
る

意
を
得
た
上
で
、
獣
医
学
部

と
医
学
部
の
教
授
達
の
指
導

の
下
で
行
わ
れ
た
。

　

新
た
な
人
工
呼
吸
器
の
開

発
は
、
生
物
医
学
、
工
学
、

機
械
工
学
な
ど
の
技
師
や
研

究
者
、
学
生
、
民
間
企
業
の

間
を
、
新
生
児
用
の
集
中
治

療
室
で
過
ご
し
た
。

　

ピ
エ
ト
ロ
君
の
母
親
は
心

臓
疾
患
を
持
っ
て
お
り
、
９

年
前
に
ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ
ア

ナ
病
院
で
心
臓
の
弁
を
交
換

す
る
手
術
も
受
け
て
い
た
。

　

自
分
が
ハ
イ
リ
ス
ク
な
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
事
を
知
っ

て
い
た
母
親
は
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
た
が
、
発
熱
と

呼
吸
困
難
を
起
こ
し
、
３
月

３
０
日
に
同
病
院
に
運
ば
れ

た
。
母
親
の
病
状
は
重
く
、

胎
児
を
救
う
た
め
、
緊
急
の

帝
王
切
開
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
誕
生
し
た
の
が

ピ
エ
ト
ロ
君
だ
っ
た
が
、
ピ

エ
ト
ロ
君
は
生
ま
れ
た
直
後

に
蘇
生
術
を
施
す
必
要
が
あ

り
、
そ
の
ま
ま
新
生
児
用
新

集
中
治
療
室
に
運
ば
れ
た
。

　

一
方
、
母
親
が
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
た
事

は
４
月
２
日
に
明
ら
か
に
な

り
、
別
の
病
院
で
治
療
を
受

け
る
事
に
な
っ
た
が
、
治
療

の
甲
斐
も
な
く
、
症
状
が
悪

化
。
４
月
１
１
日
に
帰
ら
ぬ

人
と
な
っ
た
。

　

失
意
に
暮
れ
つ
つ
も
、
５

歳
の
娘
と
共
に
ピ
エ
ト
ロ
君

の
退
院
を
待
っ
て
い
た
父
親

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
死
者
が
５
千
人
を
超

え
、中
国
を
上
回
っ
た
伯
国
。

国
内
２
６
州
と
ブ
ラ
ジ
リ
ア

連
邦
直
轄
区
の
中
で
も
、
聖

州
が
州
別
で
感
染
者
数
、
死

者
数
共
に
最
も
多
い
。

　

そ
ん
な
聖
州
で
は
、
４
月

３
０
日
に
公
共
交
通
機
関
や

タ
ク
シ
ー
、
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
な
ど

の
配
車
ア
プ
リ
タ
ク
シ
ー
の

中
で
の
マ
ス
ク
使
用
が
義
務

付
け
ら
れ
る
州
条
例
が
署
名

さ
れ
る
。
マ
ス
ク
は
布
製
で

も
構
わ
な
い
。

言
っ
て
い
た
。
私
も
彼
も
、

『
よ
う
、
い
と
こ
』
と
呼
び

合
っ
て
い
た
」
と
語
る
。

　

医
療
の
現
場
で
働
く
ロ
ド

リ
ゴ
・
ロ
マ
ン
氏
も
自
分
の

感
染
リ
ス
ク
を
認
識
し
、
家

族
に
う
つ
し
て
は
い
け
な
い

と
、
も
う
３
０
日
も
自
宅
に

帰
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
デ
・
ソ
ウ
ザ
さ
ん
の
死

は
、
自
分
の
仕
事
が
危
険
と

隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を

１
千
レ
ア
ル
の
人
工
呼
吸
器

Ｕ
Ｓ
Ｐ
が
開
発
、
承
認
待
ち公共交通機関利用時のマスク着用義務化

を発表するドリア知事（聖州政府）

　

条
例
は
聖
州
内
全
域
で
有

効
で
、
当
然
聖
市
で
も
有
効

だ
が
、
聖
市
は
市
条
例
と
し

て
も
、
公
共
交
通
機
関
内
で

の
マ
ス
ク
使
用
を
義
務
付
け

る
。

　

州
条
例
は
３
連
休
を
挟
ん

で
週
明
け
の
５
月
４
日
か
ら

有
効
だ
。聖
市
の
地
下
鉄
や
、

都
電
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
）、
都
市

間
バ
ス
の
車
内
で
の
マ
ス
ク

着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
州
知

事
に
よ
る
と
、
こ
の
条
例
は

Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
や
タ
ク
シ
ー
車
内

で
も
有
効
だ
。
運
転
手
も
乗

客
も
マ
ス
ク
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
聖
市
で
は
、
市

内
バ
ス
で
も
着
用
義
務
が
生

じ
る
。

　

聖
州
で
は
３
月
下
旬
か

ら
、
既
に
１
カ
月
以
上
、
外

出
自
粛
令
が
出
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
者
、
死
者
が

一
向
に
減
ら
な
い
。
州
政
府

は
マ
ス
ク
着
用
義
務
化
を
、

感
染
拡
大
抑
制
に
つ
な
げ
た

い
意
向
だ
。

　
「
公
共
交
通
機
関
の
運
行

会
社
は
、
州
や
市
の
職
員
に

　

４
月
２
７
日
夜
、
グ
ロ
ー

ボ
局
の
人
気
番
組「
ビ
ッ
グ
・

ブ
ラ
ザ
ー
・
ブ
ラ
ジ
ル
（
Ｂ

Ｂ
Ｂ
）」
の
最
終
回
が
放
送

さ
れ
、
第
２
０
シ
ー
ズ
ン
に

し
て
、
１
０
年
ぶ
り
の
高
視

聴
率
を
稼
ぐ
大
成
功
を
収
め

た
。

　
「
Ｂ
Ｂ
Ｂ
」
は
２
０
０
２

年
に
第
１
シ
ー
ズ
ン
の
放
送

が
始
ま
っ
た
。
元
々
の
ビ
ッ

グ
・
ブ
ラ
ザ
ー
は
オ
ラ
ン
ダ

の
番
組
で
、
名
の
な
い
若
者

を
共
同
生
活
さ
せ
、
そ
の
中

で
人
気
の
な
い
人
を
毎
週
１

人
ず
つ
脱
落
さ
せ
、
最
終

的
な
優
勝
者
を
決
め
る
と
い

う
シ
ョ
ー
だ
。
こ
の
番
組

ジ
ェ
ク
ト
の
責
任
者
で
あ
る

Ｕ
Ｓ
Ｐ
の
ラ
ウ
ル
・
ゴ
ン
ザ

レ
ス
・
リ
マ
教
授
に
よ
る

と
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
人
工
呼
吸
器
に
関
す
る

ラ
イ
セ
ン
ス
を
公
開
。
人
工

呼
吸
器
そ
の
も
の
は
、
Ａ
ｎ

ｖ
ｉ
ｓ
ａ
が
承
認
し
た
企
業

に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
る
。

再
認
識
さ
せ
た
。
ロ
マ
ン
氏

は
「
現
場
の
医
療
従
事
者
は

全
員
、
感
染
の
怖
さ
を
感
じ

て
い
る
。
で
も
、
こ
れ
が

私
た
ち
の
役
目
。
私
た
ち
は

戦
場
で
言
え
ば
最
前
線
に
い

る
。
覚
悟
を
も
っ
て
最
善
を

尽
く
す
だ
け
」
と
語
っ
た
。

（
４
月
２
４
日
付
Ｇ
１
サ
イ

ト
よ
り
、４
月
２
５
日
掲
載
）

２
３
日
に
、
デ
・
ソ
ウ
ザ
さ

ん
の
死
を
悼
み
、
生
前
の
功

績
を
た
た
え
る
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
救
急
車
の
警
光
灯
と
サ

イ
レ
ン
が
鳴
ら
さ
れ
、
デ
・

ソ
ウ
ザ
さ
ん
が
い
か
に
立
派

だ
っ
た
か
、
そ
し
て
、
遺
さ

れ
た
隊
員
が
い
か
に
デ
・
ソ

ウ
ザ
さ
ん
の
死
を
悲
し
ん
で

い
る
か
を
伝
え
る
手
紙
が
読

ま
れ
た
。

　

市
保
健
局
に
よ
る
と
、デ
・

ソ
ウ
ザ
さ
ん
は
同
市
で
１
４

番
目
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
死
者
だ
。
デ
・
ソ
ウ
ザ

さ
ん
は
モ
ジ
市
内
で
、
コ
ロ

ナ
に
よ
り
命
を
落
と
し
た
最

初
の
医
療
従
事
者
と
な
っ

た
。
４
月
２
２
日
ま
で
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
モ
ジ
市

内
で
は
１
５
６
人
の
コ
ロ
ナ

患
者
が
出
て
い
る
が
、
内

５
４
人
が
医
療
従
事
者
だ
。

は
、
２
２
日
夜
、
後
遺
症
も

な
く
、
吸
い
つ
く
力
も
強
い

赤
ん
坊
を
、
看
護
婦
達
の
手

か
ら
受
け
取
っ
た
。

　

同
州
の
エ
ウ
デ
ル
・
バ
ル

バ
ー
リ
ョ
知
事
は
ピ
エ
ト
ロ

君
の
退
院
を
喜
び
、
母
親

と
ピ
エ
ト
ロ
君
の
世
話
を
し

た
医
療
ス
タ
ッ
フ
達
に
、
神

の
加
護
を
祈
る
と
共
に
、
感

器
、
計
３
千
台
を
中
国
か
ら

購
入
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に

し
た
。
こ
れ
ら
の
機
器
は
随

時
、
州
内
の
公
立
病
院
に
配

ら
れ
る
。

（
４
月
２
９
日
付
ア
ジ
ェ
ン

シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
、
４

月
３
０
日
掲
載
）

ピエトロ君の退院を祝う病院関
係者達（Ascom）

 

北
伯
パ
ラ
ー
州
ベ
レ
ン
市

で
４
月
２
２
日
夜
、
本
当
に

小
さ
な
、
で
も
、
と
て
も
大

き
な
勝
利
者
が
退
院
許
可
を

受
け
た
。

　

ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ
ア
ナ
・

ク
リ
ニ
カ
ス
病
院
か
ら
退

院
し
た
の
は
、
生
後
２
３
日

の
ピ
エ
ト
ロ
君
だ
。
ピ
エ
ト

ロ
君
は
３
月
３
０
日
、
妊
娠

３
４
週
で
生
ま
れ
、
２
３
日

　

１
９
９
２
年
に
伯
国
で
初

の
大
統
領
罷
免
を
体
験
し

た
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
コ
ー

ロ
ル
上
院
議
員
が
４
月
２
２

日
、
現
職
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
に
対
し
て
、
罷
免
に
注

意
す
る
よ
う
、呼
び
か
け
た
。

　

コ
ー
ロ
ル
氏
は
４
月
２
２

日
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
最
近

の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
と
連

邦
議
会
と
の
対
立
を
案
じ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、

４
月
１
６
日
の
ル
イ
ス
・
エ

ン
リ
ケ
・
マ
ン
デ
ッ
タ
保
健

相
の
解
任
と
４
月
１
９
日
の

軍
政
復
古
支
持
デ
モ
へ
の
参

加
以
降
、
連
邦
議
会
と
激
し

比
較
に
よ
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
検
査
が
少
な
い
国
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
保
健
省
に
よ
る

と
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
の
公
共

医
療
機
関
で
は
、
４
月
２
０

日
ま
で
に
１
３
万
２
４
６
７

件
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
検
査
の
解
析
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
解
析
中

の
検
査
も
５
万
６
６
１
３

件
あ
っ
た
。
検
査
終
了
の

１
３
万
２
４
６
７
件
と
結

果
待
ち
の
５
万
６
６
１
３

件
を
合
わ
せ
る
と

１
８
万
９
０
８
０
件
だ
。

　

検
査
数
１
８
万
９
０
８
０

件
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
総
人
口

で
み
る
と
、
１
千
人
あ
た

り
０
・
６
３
人
で
、
キ
ュ
ー

バ
（
２
・６
５
）、チ
リ
（
６
・

４
３
）、
パ
ラ
グ
ア
イ
（
０
・

８
３
）、
ペ
ル
ー
（
４
・

４
４
）、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン（
０
・

７
６
）、
エ
ク
ア
ド
ル
（
１
・

１
５
人
）
な
ど
の
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
諸
国
と
比
べ
て
も
低

率
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
ド
イ
ツ

（
２
５
・
１
１
）、
イ
タ
リ
ア

（
２
３
・
６
４
）、
ア
メ
リ
カ

（
１
２
・
０
８
）
な
ど
と
比
較

す
る
と
遥
か
に
少
な
い
。

　

人
口
１
千
人
あ
た
り
の

検
査
実
施
人
数
が
最
も
多

い
の
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

（
１
２
７
・
５
８
）
で
、
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
、バ
ー
レ
ー
ン
、

エ
ス
ト
ニ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル

が
続
く
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
国
別

ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
入
っ
て
い

な
い
が
、「
１
千
人
あ
た
り

０
・
６
３
人
」
を
ラ
ン
キ
ン

グ
で
見
る
と
、
７
５
カ
国
中

６
０
位
だ
。

　

調
査
報
告
書
に
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
正
確

な
感
染
者
数
を
知
っ
て
い
る

国
は
一
つ
も
な
い
。
分
か
る

の
は
、
検
査
を
受
け
た
人
の

中
で
何
人
が
陽
性
だ
っ
た
か

だ
け
で
、
実
際
に
感
染
し
た

人
の
数
は
各
国
政
府
の
公
式

発
表
よ
り
は
る
か
に
多
い
」

と
記
さ
れ
て
い
た
。

 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
真
の
感
染
範
囲
が
わ
か
れ

ば
、
政
府
は
そ
の
情
報
を
使

用
し
て
、
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
を

防
ぐ
た
め
に
よ
り
適
切
な
公

共
政
策
を
策
定
し
、
患
者
や

よ
り
脆
弱
な
グ
ル
ー
プ
を
隔

離
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
専

門
家
た
ち
は
述
べ
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
重
症
急

性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ

よ
り
査
察
を
受
け
る
。
公
営

機
関
で
あ
ろ
う
と
、
私
営
機

関
で
あ
ろ
う
と
、
違
反
が
発

覚
し
た
場
合
は
警
告
処
分
と

な
る
が
、
警
告
後
は
罰
金
も

科
す
」
と
ド
リ
ア
知
事
が
述

べ
た
。ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ

ス
市
長
が
出
し
た
聖
市
条
例

で
は
、
罰
金
は
最
大
で
１
日

あ
た
り
３
３
０
０
レ
ア
ル
に

達
す
る
。
交
通
機
関
の
運
転

手
に
は
、
利
用
客
が
マ
ス
ク

を
着
け
て
い
な
い
時
は
、
乗

車
ま
た
は
走
行
を
拒
否
す
る

権
限
が
与
え
ら
れ
る
。

　

ド
リ
ア
知
事
は
、
５
月
１

日
に
聖
市
内
の
イ
ビ
ラ
プ
エ

ラ
公
園
周
辺
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
敷
地
内
に
、
パ
カ
エ
ン

ブ
ー
、
ア
ニ
ェ
ン
ビ
ー
に

続
く
第
３
の
臨
時
病
院
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
こ
と
も
発

表
し
た
。
こ
の
病
院
の
病

床
数
は
２
６
８
床
で
、
こ
れ

ま
で
に
開
業
し
た
二
つ
の

病
院
と
合
わ
せ
る
と
、
病

床
数
は
２
２
６
８
床
に
な

る
。
ド
リ
ア
知
事
は
ま
た
、

５
億
５
千
万
レ
ア
ル
を
投

じ
、
２
種
類
の
人
工
呼
吸

か
２
時
間
で
製
造
出
来
る
。

し
か
も
、
製
作
費
は
市
場
価

格
の
１
５
分
の
１
の
１
千
レ

ア
ル
と
い
う
優
れ
も
の
だ
。

　

４
月
１
７
～
１
９
日
に

は
、
Ｕ
Ｓ
Ｐ
付
属
ク
リ
ニ
カ

ス
病
院
の
心
臓
研
究
所
（
Ｉ

ｎ
ｃ
ｏ
ｒ
）
の
患
者
４
人
に

よ
る
臨
床
試
験
も
行
わ
れ

た
。
臨
床
技
師
に
よ
る
と
、

試
作
品
は
市
販
の
人
工
呼
吸

器
同
様
、
全
て
の
患
者
に
問

題
な
く
使
用
出
来
た
と
い

う
。

　

４
月
１
３
～
１
４
日
に
は

動
物
で
の
試
験
も
行
わ
れ
、

正
常
に
機
能
す
る
事
が
確
認

さ
れ
て
い
た
。
臨
床
試
験
は

国
家
調
査
倫
理
委
員
会
の
合

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
で
人
工
呼
吸
器

の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
総
合
大
学

（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
）
が
、
市
場
価
格

の
１
５
分
の
１
と
い
う
廉
価

な
人
工
呼
吸
器
を
開
発
。
現

場
で
の
臨
床
試
験
を
行
っ
た

後
、
国
家
衛
生
監
督
庁
（
Ａ

ｎ
ｖ
ｉ
ｓ
ａ
）
の
承
認
を
得

る
べ
く
、
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

重
症
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
患

者
に
は
必
需
品
と
も
い
え
る

人
工
呼
吸
器
を
少
し
で
も
迅

速
に
、
か
つ
廉
価
で
調
達
し

た
い
と
考
え
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
中
、
Ｕ
Ｓ
Ｐ
が
開

発
し
た
人
工
呼
吸
器
は
、
僅

Ｓ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
は

Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｇ
）
に
よ
る
入
院
が

急
増
中
だ
。
例
え
ば
、
３
月

１
５
日
～
２
１
日
の
７
日
間

で
は
８
千
人
以
上
が
入
院
し

た
が
、
昨
年
の
同
時
期
は
の

入
院
患
者
数
は
１
千
人
だ
っ

た
。
保
健
省
に
よ
る
と
、
こ

の
時
期
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
で
入
院

し
た
人
の
内
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
陽
性
反
応
を
示
し
た
の
は

７
８
０
人
だ
け
だ
っ
た
と
し

て
い
る
。

　

記
者
会
見
で
、
ブ
ラ
ジ
ル

当
局
は
検
査
の
数
が
足
り
て

い
な
い
と
認
め
た
。
問
題
の

一
つ
と
し
て
、
世
界
中
で
検

査
キ
ッ
ト
の
需
要
が
高
ま
っ

て
お
り
、
検
査
キ
ッ
ト
が
手

に
入
り
に
く
い
と
い
う
事
情

が
あ
る
と
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
社
会
隔

離
政
策
の
徹
底
を
進
め
る
マ

ン
デ
ッ
タ
前
保
健
相
が
、
科

学
を
軽
視
す
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
と
対
立
し
て
解
任
さ

れ
、
ネ
ウ
ソ
ン
・
タ
イ
シ
氏

が
就
任
し
た
が
、
同
新
保
健

相
は
、
大
量
の
一
斉
テ
ス
ト

の
可
能
性
を
否
定
。「
一
斉

テ
ス
ト
は
必
要
な
い
、
限
ら

れ
た
テ
ス
ト
で
も
、
そ
の
結

果
を
、
感
染
者
の
分
布
や
症

状
の
現
れ
方
な
ど
を
知
る
サ

ン
プ
ル
検
査
と
し
て
分
析
す

れ
ば
、
全
体
を
見
渡
す
こ
と

が
出
来
る
。
そ
れ
を
基
に
方

策
を
練
れ
ば
、
効
果
的
な
策

を
実
施
で
き
る
」
と
語
っ
て

い
る
。

 　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
は
３
月
に
、
世
界
各
国

に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
世
界
的
大
流
行
と

戦
う
た
め
に
、
国
民
に
対
し

て
集
団
試
験
を
実
施
す
る
よ

う
に
要
請
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長
は
こ
の

時
、「
徹
底
的
に
検
査
を
行

い
、
陽
性
者
と
濃
厚
接
触

者
を
特
定
し
た
上
で
、
そ
の

人
々
を
隔
離
す
れ
ば
、
感
染

連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
出

来
、
感
染
拡
大
を
防
げ
る
」

と
語
っ
て
い
た
。

　

こ
の
作
戦
を
徹
底
的
に
行

い
、
成
果
を
上
げ
た
国
の
一

つ
が
韓
国
だ
。
韓
国
は
、
厳

し
い
外
出
禁
止
令
を
出
す

代
わ
り
に
数
百
万
人
の
国

民
を
検
査
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
今
で
は
、
感
染
発
覚
者

も
死
者
も
大
き
く
減
少
し
て

い
る
。（
４
月
２
４
日
付
Ｂ

Ｂ
Ｃ
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
、
４
月

２
８
日
掲
載
）

出
来
る
よ
う
、

国
内
で
利
用
出

来
る
技
術
と
国

内
で
調
達
出
来

る
部
品
を
最
大

限
に
使
っ
て
作

る
事
を
心
掛
け

た
と
い
う
。
そ

の
結
果
、
僅
か

２
時
間
足
ら

ず
、
し
か
も

１
千
レ
ア
ル
で

製
造
可
能
な
人

工
呼
吸
器
が
生

ま
れ
た
。

　

人
工
呼
吸

器
開
発
プ
ロ

ピ
エ
ト
ロ
君
、
無
事
に
退
院

コ
ロ
ナ
で
母
は
亡
く
な
る
も

テ
コ
入
れ
が
功
を
奏
す

「
Ｂ
Ｂ
Ｂ
２
０
」
が
復
活
大
成
功

優勝したテルマ（本人のインスタグラ
ムより）

問
題
に
も
発
展

し
た
。

　

そ
う
し
て
い

る
う
ち
に
、
番

組
視
聴
者
た
ち

が
毎
週
の
よ
う

に
自
分
の
贔
屓

の
参
加
者
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

応
援
す
る
現
象

も
生
ま
れ
、
そ

れ
ら
の
参
加
者

に
基
づ
い
て
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー

ス
ブ
ラ
ジ
ル
が
行
っ
た
国
際

　

英
国
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
が
作
成
し
た
デ
ー
タ

い
対
立
状
態
に
あ
り
、「
腐

敗
し
た
議
会
が
自
分
を
罷
免

に
追
い
込
も
う
と
し
て
い

る
」
な
ど
と
発
言
。
連
邦

政
府
内
部
に
非
公
式
に
存
在

し
、
次
男
カ
ル
ロ
ス
氏
が
指

揮
を
と
る
「
嫌
悪
部
隊
」
に

命
じ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
な
ど
で

上
院
議
長
、
下
院
議
長
に
対

す
る
激
し
い
中
傷
攻
撃
も

行
っ
て
い
る
。

　

コ
ー
ロ
ル
氏
は
そ
ん
な
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
に
対
し
、
以
下

の
よ
う
な
ツ
イ
ー
ト
を
送
っ

た
。「
大
統
領
の
役
割
と
は

国
を
ま
と
め
る
こ
と
だ
。
だ

が
、
我
々
が
今
、
目
の
前
で

見
て
い
る
の
は
、
家
族
や
友

人
た
ち
に
よ
る
喧
嘩
ば
か
り

だ
。そ
ん
な
も
の
は
最
悪
だ
。

問
題
は
深
刻
で
、
悪
い
結
果

は
目
に
見
え
て
い
る
。
経
験

が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

な
の
で
、
伝
え
て
お
こ
う
。

私
は
そ
の
映
画
な
ら
も
う
見

た
。
そ
れ
は
決
し
て
良
い
も

の
で
は
な
か
っ
た
」

　

コ
ー
ロ
ル
氏
は
、
軍
事
政

権
か
ら
民
主
制
に
復
帰
し
た

後
に
行
わ
れ
た
、
最
初
の
直

接
選
挙
で
当
選
し
た
大
統
領

だ
っ
た
が
、
就
任
３
年
目
の

１
９
９
２
年
、
連
邦
政
府
へ

の
議
会
の
協
力
を
取
り
付
け

る
た
め
の
贈
賄
に
コ
ー
ロ
ル

氏
自
身
が
関
与
し
た
と
し
て

罷
免
審
理
に
か
け
ら
れ
、
下

院
が
罷
免
を
承
認
。
最
終
的

に
罷
免
が
決
ま
る
は
ず
だ
っ

た
上
院
で
の
承
認
直
前
に
辞

任
し
た
。

　

コ
ー
ロ
ル
氏
は
０
６
年
の

上
院
議
員
選
挙
で
当
選
し
て

政
界
復
帰
。
現
在
は
２
期
目

を
務
め
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
に
対
し
て

は
、
４
月
２
４
日
現
在
で

２
４
件
の
罷
免
申
請
が
下
院

に
届
け
ら
れ
て
い
る
上
、
最

高
裁
の
セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ
ロ

判
事
が
４
月
２
３
日
に
ロ
ド

リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下
院
議
長
に

対
し
、「
１
０
日
以
内
に
罷

免
請
求
に
対
応
し
な
い
理
由

を
説
明
せ
よ
」
と
の
命
令
も

出
す
ほ
ど
、
問
題
が
深
刻
化

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
４
月
２
４
日
に
辞

任
し
た
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法

相
が
、「
大
統
領
が
政
治
的

な
理
由
で
連
邦
警
察
の
ト
ッ

プ
の
人
事
を
強
行
し
よ
う
と

し
た
」
と
発
言
し
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
請
求
は
さ
ら
に
増

え
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い

る
。

（
４
月
２
２
日
付
エ
ス
タ
ー

ド
紙
電
子
版
、
同
ガ
ゼ
ッ
タ

な
ど
よ
り
、
４
月
２
５
日
掲

載
）

は
次
第
に
、
全
世
界
に
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
を
持
つ
人
気

シ
ョ
ー
と
な
っ
た
。

　

そ
の
伯
国
版
、Ｂ
Ｂ
Ｂ
も
、

参
加
者
か
ら
、
後
に
政
治
家

に
な
っ
た
ジ
ャ
ン
・
ウ
イ
リ

ス
や
女
優
と
な
っ
た
グ
ラ
ッ

ジ
・
マ
サ
フ
ェ
ラ
な
ど
を
輩

出
。
２
０
０
０
年
代
に
は
最

も
視
聴
率
の
取
れ
る
番
組
に

も
な
っ
た
。

　

だ
が
、
２
０
１
０
年
代
に

入
る
と
、
こ
う
し
た
競
争
形

式
の
リ
ア
リ
テ
ィ
番
組
の

人
気
そ
の
も
の
が
下
火
と
な

り
、
ビ
ッ
グ
・
ブ
ラ
ザ
ー

の
放
送
を
打
ち
切
る
国
も
続

出
。
現
在
は
、
な
お
も
放
送

を
続
け
て
い
る
国
の
方
が
少

な
く
な
っ
て
お
り
、
Ｂ
Ｂ
Ｂ

も
こ
こ
数
年
、
視
聴
率
で
苦

戦
し
て
い
た
。

　

だ
が
今
年
、
グ
ロ
ー
ボ
局

は
、
２
０
回
目
の
記
念
す
べ

き
年
に
、
番
組
内
で
一
つ

の
賭
け
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
「
無
名
の
若

者
」
だ
け
で
な
く
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
有
名

に
な
っ
た
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
」
を
参
加
者
に
混
ぜ
る

ス
タ
イ
ル
を
と
っ
た
の
だ
。

こ
れ
ま
で
の
有
名
人
と
は
違

う
タ
イ
プ
の
新
し
い
有
名
人

を
参
加
者
に
加
え
る
こ
と

で
、
視
聴
者
の
興
味
を
引
こ

う
と
の
試
み
だ
。

　

す
る
と
、
そ
れ
が
功
を
奏

し
た
。
番
組
へ
の
注
目
度
が

上
が
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

番
組
内
で
お
な
じ
み
の
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
人
種
差
別
や
女
性

差
別
な
ど
の
問
題
を
生
み
、

そ
れ
が
ち
ょ
っ
と
し
た
社
会

の
名
前
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
ト

レ
ン
ド
の
上
位
を
飾
る
こ
と

も
頻
繁
に
起
き
は
じ
め
た
。

　

最
終
回
と
な
っ
た
４
月

２
７
日
ま
で
残
っ
た
の
は

女
性
参
加
者
ば
か
り
の
３

人
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
ラ

フ
ァ
、
歌
手
や
女
優
の
卵
の

マ
ヌ
、
そ
し
て
、
苦
学
の
若

き
黒
人
で
医
師
の
卵
の
テ
ル

マ
が
争
い
、
視
聴
者
投
票
の

４
４
・
１
０
％
を
獲
得
し
た

テ
ル
マ
が
優
勝
し
た
。
様
々

な
差
別
問
題
が
起
こ
っ
た

シ
ー
ズ
ン
で
黒
人
女
性
が
優

勝
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
著

名
人
に
も
喜
ば
れ
、
黒
人
人

気
女
優
の
タ
イ
ー
ス
・
ア
ラ

ウ
ー
ジ
ョ
ら
も
賛
辞
を
送
っ

た
。

　
「
Ｂ
Ｂ
Ｂ
」
は
す
で
に
、

来
年
の
第
２
１
シ
ー
ズ
ン
の

放
送
も
決
ま
っ
て
い
る
。

（
４
月
２
８
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
、
３
月
４
日
付
Ｍ
Ｓ

Ｎ
な
ど
よ
り
、
４
月
２
９
日

掲
載
）

謝
と
称
賛
の
思
い
を
込
め
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。
ま

た
、
妻
ま
た
母
を
失
っ
た
ピ

エ
ト
ロ
君
の
家
族
に
も
、
心

か
ら
の
弔
意
を
表
し
た
。

（
４
月
２
２
日
付
Ｇ
１
サ
イ

ト
よ
り
、４
月
２
５
日
掲
載
）

　

新
た
に
開
発
さ
れ
た
人
工

呼
吸
器
は
緊
急
時
も
人
の
手

を
煩
わ
さ
な
い
よ
う
配
慮
さ

れ
て
お
り
、
近
日
中
に
臨
床

試
験
の
結
果
を
添
え
て
Ａ
ｎ

ｖ
ｉ
ｓ
ａ
に
送
ら
れ
る
。
ま

た
、
Ａ
ｎ
ｖ
ｉ
ｓ
ａ
か
ら
の

承
認
を
得
た
時
点
で
、
民
間

企
業
が
製
造
を
開
始
す
る
事

に
な
っ
て
い
る
。

（
４
月
２
７
日
付
Ｇ
１
サ
イ

ト
よ
り
、４
月
２
９
日
掲
載
）

パラー州



　

さ
る
１
０
月が

つ

中ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
ん

、
千ち

葉ば

県け
ん

柏か
し
わ

市し

の
麗れ

い

澤た
く

中ち
ゅ
う

学が
く

で
話は

な
し

を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
中ち

ゅ
う

学が
く

生せ
い

、
そ
れ
も
全ぜ

ん

学が
く

年ね
ん

４
５
０
人に

ん

も

の
生せ

い

徒と

た
ち
に
２
時じ

間か
ん

も
話は

な

す
と
い
う
の
は
初は

じ

め
て
の
体た

い

験け
ん

で
、
静し

ず

か
に
聞き

い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、
と
不ふ

安あ
ん

を
抱い

だ

き
な
が

ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、い
ざ
話は

な

し
始は

じ

め
る
と
、そ
ん
な
不ふ

安あ
ん

は
す
ぐ
に
す
っ

飛と

ん
で
し
ま
っ
た
。
み
な
真し

ん

剣け
ん

な
表ひ

ょ
う

情じ
ょ
う

で
聞き

い
た
り
、
一い

っ

心し
ん

に

メ
モ
を
と
っ
て
い
る
。
日ひ

頃ご
ろ

の
躾し

つ
け

が
行い

き
届と

ど

い
て
い
る
の
だ
ろ

う
。

　

話は
な
し

の
始は

じ

め
に
、
先さ

き

頃ご
ろ

、
日に

本ほ
ん

中じ
ゅ
う

を
沸わ

か
せ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
を
と
り
あ
げ
た
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
代だ

い

表ひ
ょ
う

が
公こ

う

開か
い

練れ
ん

習し
ゅ
う

で
、北き

た

九き
ゅ
う

州し
ゅ
う

市し

の
グ
ラ
ン
ド
に
登と

う

場じ
ょ
う

す
る
と
、５
千せ

ん

人に
ん

も
の
フ
ァ

ン
が
ウ
ェ
ー
ル
ズ
国こ

っ

歌か

〝
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ 

ｏ
ｆ 

Ｍ
ｙ 

Ｆ
ａ
ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
ｓ
〟
を
歌う

た

い
な
が
ら
、
出で

迎む
か

え
た
。

　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
ラ
グ
ビ
ー
連れ

ん

盟め
い

の
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
そ
の
ビ
デ
オ

を
流な

が

し
な
が
ら
、〝
Ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ 

ｉ
ｓ
ｎ
’
ｔ 

ｍ
ｕ
ｃ
ｈ 

ｍ
ｏ
ｒ
ｅ 

ｗ
ｅ 

ｃ
ａ
ｎ 

ｓ
ａ
ｙ 

ｔ
ｈ
ａ
ｎ 

ｊ
ｕ
ｓ
ｔ 

ｌ

ｅ
ｔ 

ｙ
ｏ
ｕ 

ｗ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ 

ｔ
ｈ
ｉ
ｓ
．．．．．〟（
こ
れ
を
見み

て
貰も

ら

う
以い

上じ
ょ
う

に
、
語か

た

れ
る
こ
と
は
な
い
）
と
感か

ん

激げ
き

を
伝つ

た

え
た
。

　

各か
っ

国こ
く

代だ
い

表ひ
ょ
う

を
そ
の
国く

に

の
国こ

っ

歌か

で
迎む

か

え
る
の
は
、
ラ
グ
ビ
ー
元も

と

日に
っ

本ぽ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

主し
ゅ

将し
ょ
う

・
廣ひ

ろ

瀬せ

俊と
し

朗あ
き

氏し

の
発は

つ

案あ
ん

で
、
出し

ゅ
つ

場じ
ょ
う

２
０
カ
国こ

く

の
カ
ナ
付つ

き
歌か

詞し

カ
ー
ド
が
公こ

う

開か
い

さ
れ
た
。
廣ひ

ろ

瀬せ

氏し

曰い
わ

く「
き

ち
ん
と
そ
の
国く

に

の
言こ

と

葉ば

で
話は

な
し

が
で
き
な
く
て
も
、
そ
の
国く

に

の

ア
ン
セ
ム
（
国こ

っ

歌か

）
を
歌う

た

え
ば
心こ

こ
ろ

が
通つ

う

じ
る
」
と
の
事こ

と

だ
が
、

何な
ん

千ぜ
ん

人に
ん

も
の
フ
ァ
ン
が
、
そ
れ
に
賛さ

ん

同ど
う

し
て
相あ

い

手て

国こ
く

の
国こ

っ

歌か

を

歌う
た

う
と
い
う
の
は
、
も
は
や
個こ

人じ
ん

的て
き

な
好こ

う

意い

だ
け
で
は
説せ

つ

明め
い

が

つ
か
な
い
。

　

そ
う
い
う
「
お
も
て
な
し
」
を
大た

い

切せ
つ

に
思お

も

う
文ぶ

ん

化か

を
、
多お

お

く
の
国こ

く

民み
ん

が
共き

ょ
う

有ゆ
う

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
光こ

う

景け
い

が
実じ

つ

現げ
ん

し
た
、と
話は

な

し
た
。
そ
の
後あ

と

で
、生せ

い

徒と

た
ち
に
質し

つ

問も
ん

し
た
。「
み

な
さ
ん
、
な
ぜ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
こ
れ
ほ
ど
の
『
お
も
て
な
し
』
の

気き

持も

ち
を
持も

っ
て
い
る
と
思お

も

い
ま
す
か
？
」　

長な
が

い
テ
ー
ブ
ル
に

３
人に

ん

ず
つ
座す

わ

っ
て
い
た
の
で
、
各か

く

机つ
く
え

で
数す

う

分ふ
ん

の
議ぎ

論ろ
ん

の
後あ

と

、
何な

ん

グ
ル
ー
プ
か
に
回か

い

答と
う

を
発は

っ

表ぴ
ょ
う

し
て
貰も

ら

っ
た
。

中ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

４
５
０
人に

ん

に

  「
和わ

の
国く

に

」の
話は

な
し

を
し
て
み
た

2019 年
ねん

12 月
がつ

29 日
にち

版
ばん

　

最さ
い

初し
ょ

に
手て

を
挙あ

げ
た
生せ

い

徒と

の
答こ

た

え
は
「
そ
れ
が
昔む

か
し

か
ら
文ぶ

ん

化か

と
し
て
根ね

付づ

い
て
い
る
か
ら
」
だ
っ
た
。「
な
る
ほ
ど
。
そ

れ
は
い
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。
で
も
、
な
ぜ
、
そ
れ
が
昔む

か
し

か
ら

文ぶ
ん

化か

と
し
て
根ね

付づ

い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
」
と
さ
ら
に
聞き

き
返か

え

し
た
。
さ
す
が
に
こ
う
聞き

か
れ
る
と
、
答こ

た

え
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ

は
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
私わ

た
し

は
「
古こ

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
遠え

ん

方ぽ
う

か
ら
や
っ
て
く
る

の
は
神か

み

様さ
ま

だ
と
思お

も

っ
て
い
た
」
と
い
う
説せ

つ

を
紹し

ょ
う

介か
い

し
た
。「
ま

れ
び
と
」
に
関か

ん

す
る
折お

り

口く
ち

信し
の

夫ぶ

の
説せ

つ

で
あ
る
。
正し

ょ
う

月が
つ

に
山や

ま

か
ら

下お

り
て
く
る
神か

み

々が
み

を
門か

ど

松ま
つ

で
お
迎む

か

え
す
る
の
も
、
そ
の
一い

っ

種し
ゅ

で

あ
る
、
と
説せ

つ

明め
い

し
た
。「
お
も
て
な
し
」
の
文ぶ

ん

化か

に
つ
い
て
は
、

何な
ん

人に
ん

も
の
生せ

い

徒と

が
感か

ん

じ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
一ひ

と

人り

の

中ち
ゅ
う１
の
男だ

ん

子し

生せ
い

徒と

は
、
こ
う
感か

ん

想そ
う

文ぶ
ん

に
書か

い
て
く
れ
た
。

　

今き
ょ
う日
の
伊い

勢せ

さ
ん
の
お
話は

な
し

を
聞き

い
て
、
大た

い

切せ
つ

な
の
は
お
も

て
な
し
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改あ

ら
た

め
て
感か

ん

じ
ま
し
た
。
少す

こ

し

前ま
え

に
道ど

う

徳と
く

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

で
お
も
て
な
し
は
日に

本ほ
ん

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

的て
き

な
文ぶ

ん

化か

と
い
う
こ
と
を
学が

く

習し
ゅ
う

し
ま
し
た
。
私わ

た
し

も
、
お
も
て
な
し
を
持も

っ

て
生せ

い

活か
つ

し
て
い
き
た
い
な
と
思お

も

い
ま
す
。
東と

う

京き
ょ
う

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
も
、外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
た
く
さ
ん
お
も
て
な
し
を
し
て
、日に

本ほ
ん

を
も
っ

と
好す

き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

続つ
づ

い
て
、
日に

っ

本ぽ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

チ
ー
ム
３
１
人に

ん

中ち
ゅ
う

、
半は

ん

分ぶ
ん

強き
ょ
う

の
１
６

人に
ん

が
外が

い

国こ
く

生う

ま
れ
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
９
人に

ん

が
日に

本ほ
ん

国こ
く

籍せ
き

を

と
っ
て
い
る
事こ

と

を
説せ

つ

明め
い

し
た
。
残の

こ

り
の
７
人に

ん

は
国こ

く

籍せ
き

こ
そ
取し

ゅ

得と
く

し
て
い
な
い
が
、
一い

ち

度ど

、
日に

っ

本ぽ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

と
し
て
プ
レ
ー
す
る
と
、

他た

国こ
く

（
そ
れ
が
母ぼ

国こ
く

で
あ
っ
て
も
）
の
代だ

い

表ひ
ょ
う

と
な
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
す
な
わ
ち
、彼か

れ

ら
は
生し

ょ
う

涯が
い

、日に
っ

本ぽ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

と
し
て
プ
レ
ー

す
る
と
い
う
決け

つ

意い

を
持も

っ
て
、
参さ

ん

加か

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
た
ま
た
ま
日に

本ほ
ん

に
生う

ま
れ
て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
い
う
自じ

覚か
く

も
な

い
ま
ま
暮く

ら
し
て
い
る
我わ

れ

々わ
れ

よ
り
も
、
彼か

れ

ら
は
は
る
か
に
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

と
し
て
立り

っ

派ぱ

だ
と
と
思お

も

い
ま
せ
ん
か
」
と
私わ

た
し

は
語か

た

っ
た
。

こ
の
言こ

と

葉ば

に
、
生せ

い

徒と

た
ち
は
こ
う
反は

ん

応の
う

し
た
。

　
そ
の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

た
ち
は
「
一い

っ

生し
ょ
う

、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
ラ
グ
ビ
ー

を
や
っ
て
い
こ
う
」
と
決け

っ

心し
ん

し
て
国こ

く

せ
き
を
と
る
ら
し
い
。
私わ

た
し

た
ち
は
何な

ん

の
決け

つ

意い

も
せ
ず
に
生う

ま
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

自じ

分ぶ
ん

が
小ち

い

さ
く
見み

え
て
し
ま
う
。（
中ち

ゅ
う

１
男だ

ん

子し

）

　
特と

く

に
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
話は

な
し

が
印い

ん

象し
ょ
う

に

残の
こ

り
ま
し
た
。
日に

っ

本ぽ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

の
半は

ん

分ぶ
ん

が
外が

い

国こ
く

人じ
ん

で
、
そ
の
中な

か

で

も
日に

本ほ
ん

国こ
く

籍せ
き

を
と
っ
て
い
る
人ひ

と

も
い
て
、
そ
の
よ
う
な
人ひ

と

た
ち

は
、
日に

本ほ
ん

の
た
め
に
戦た

た
かっ
て
く
れ
て
い
て
す
ご
い
な
と
思お

も

い
ま

し
た
。（
中ち

ゅ
う

３
男だ

ん

子し

）

　

日に
っ

本ぽ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

選せ
ん

手し
ゅ

た
ち
は
、
合が

っ

宿し
ゅ
く

最さ
い

終し
ゅ
う

日び

に
日ひ

ゅ
う
が向
市し

の
大お

お

御み

神じ
ん

社じ
ゃ

に
あ
る
「
さ
ざ
れ
石い

し

」
を
見け

ん

学が
く

し
、
全ぜ

ん

員い
ん

で
「
君き

み

が
代よ

」

を
斉せ

い

唱し
ょ
う

し
た
。
そ
こ
か
ら
「
君き

み

が
代よ

」
の
中な

か

の
「
さ
ざ
れ
石い

し

の
巌い

わ
お

と
な
り
て
」
と
い
う
歌か

詞し

の
意い

味み

を
知し

っ
て
い
ま
す
か
、

と
聞き

い
て
み
た
。「
さ
ざ
れ
石い

し

」
と
は
小ち

い

さ
な
石い

し

で
、
そ
れ
が

「
巌い

わ
お

」、
巨き

ょ

石せ
き

と
な
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
意い

味み

だ
ろ
う
、

と
。

　

実じ
つ

は
、
小ち

い

さ
な
さ
ざ
れ
石い

し

は
長な

が

い
間あ

い
だ

に
、
互た

が

い
に
セ
メ
ン
ト

で
固か

た

め
た
よ
う
に
く
っ
つ
い
て
巨き

ょ

大だ
い

な
岩い

わ

に
な
る
。
こ
れ
は
日に

本ほ
ん

の
国こ

く

民み
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
は
小ち

い

さ
な
存そ

ん

在ざ
い

だ
が
、
多お

お

く
の
国こ

く

民み
ん

が
力ち

か
ら

を
合あ

わ
せ
て
立り

っ

派ぱ

な
国く

に

を
創つ

く

っ
て
い
る
こ
と
を
象し

ょ
う

徴ち
ょ
う

し
て

い
る
の
で
す
、
と
話は

な

し
た
。
あ
る
中ち

ゅ
う

３
の
女じ

ょ

生せ
い

徒と

は
こ
う
書か

い

て
い
る
。

　
「
君き

み

が
代よ

」
に
の
っ
て
い
る
さ
ざ
れ
石い

し

の
よ
う
な
小ち

い

さ
な
石い

し

（
＝
国こ

く

民み
ん

１
人り

１
人り

）
が
巌い

わ
お

（
＝
共き

ょ
う

同ど
う

体た
い

）
と
な
っ
て
１
つ
の

国く
に

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
歌う

た

の
歌か

詞し

が
と
て
も
心こ

こ
ろ

に
ひ
び
き
ま

し
た
。
今い

ま

、
ラ
グ
ビ
ー
が
と
て
も
熱ね

っ

狂き
ょ
う

し
て
い
る
け
ど
、
ラ

グ
ビ
ー
の
ス
ク
ラ
ム
も
そ
れ
と
一い

っ

緒し
ょ

で
、
１
つ
の
部ぶ

分ぶ
ん

が
く
ず

れ
る
と
全ぜ

ん

部ぶ

が
く
ず
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
１
つ
１
つ
の
部ぶ

分ぶ
ん

を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い
け
な
い
ん
だ
な
と
思お

も

い
ま
し
た
。

　
「
さ
ざ
れ
石い

し

」
か
ら
ス
ク
ラ
ム
を
連れ

ん

想そ
う

し
て
、「
１
つ
１
つ
の

部ぶ

分ぶ
ん

を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い
け
な
い
」
と
ま
で
考か

ん
が

え
て
い
る

の
は
、
私わ

た
し

の
説せ

つ

明め
い

を
さ
ら
に
深ふ

か

め
た
受う

け
止と

め
方か

た

で
、
こ
ち
ら

も
勉べ

ん

強き
ょ
う

に
な
っ
た
。

　

３
年ね

ん

生せ
い

は
、
こ
の
講こ

う

演え
ん

の
後あ

と

で
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
研け

ん

修し
ゅ
う

旅り
ょ

行こ
う

を
控ひ

か

え
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
ラ
グ
ビ
ー
を
生う

ん
だ
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

に
つ
い
て
語か

た

っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
片か

た

隅す
み

の
小ち

い

さ
な
国く

に

だ
っ
た
が
、

大だ
い

英え
い

帝て
い

国こ
く

の
最さ

い

盛せ
い

期き

に
は
地ち

球き
ゅ
う

上じ
ょ
う

の
面め

ん

積せ
き

の
４
分ぶ

ん

の
１
、
人じ

ん

口こ
う

の
６
分ぶ

ん

の
１
を
支し

配は
い

し
、
な
お
か
つ
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

革か
く

命め
い

、
金き

ん

本ほ
ん

位い

制せ
い

、
自じ

由ゆ
う

貿ぼ
う

易え
き

、
議ぎ

会か
い

制せ
い

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

、
法ほ

う

治ち

制せ
い

度ど

、
英え

い

語ご

な

ど
の
政せ

い

治じ

・
経け

い

済ざ
い

制せ
い

度ど

、
文ぶ

ん

化か

を
世せ

界か
い

に
広ひ

ろ

め
た
。
ま
さ
に

近き
ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

は
イ
ギ
リ
ス
が
作つ

く

っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
国く

に

を
研け

ん

修し
ゅ
う

旅り
ょ

行こ
う

先さ
き

と
し
て
選え

ら

ん
だ
の
は
、
先せ

ん

生せ
い

方が
た

の
見け

ん

識し
き

の
深ふ

か

さ
を
示し

め

し

て
い
る
。

　

そ
の
小ち

い

さ
な
イ
ギ
リ
ス
が
史し

上じ
ょ
う

最さ
い

強き
ょ
う

の
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

を
築き

ず

き

上あ

げ
た
理り

由ゆ
う

と
し
て
、「
偉い

人じ
ん

を
顕け

ん

彰し
ょ
う

す
る
」
文ぶ

ん

化か

が
あ
る
事こ

と

を
説せ

つ

明め
い

し
た
。
た
と
え
ば
、
ロ
ン
ド
ン
の
街ま

ち

の
そ
こ
こ
こ
に
は

ウ
イ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
公
、
ネ
ル
ソ
ン

提て
い

督と
く

な
ど
の
偉い

人じ
ん

の
像ぞ

う

が
立た

つ
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ポ
ー
ト
レ
イ

ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
個こ

人じ
ん

の
肖し

ょ
う

像ぞ
う

画が

、
彫ち

ょ
う

像ぞ
う

、
写し

ゃ

真し
ん

な

ど
が
約や

く

１
万ま

ん

点て
ん

も
所し

ょ

蔵ぞ
う

・
展て

ん

示じ

さ
れ
て
い
る
。

　

偉い

人じ
ん

の
人じ

ん

生せ
い

を
描え

が

く
伝で

ん

記き

文ぶ
ん

学が
く

も
イ
ギ
リ
ス
で
は
盛さ

か

ん
だ
。

そ
の
中な

か

で
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
自じ

助じ
ょ

論ろ
ん

』
は
、

大だ
い

英え
い

帝て
い

国こ
く

を
築き

ず

い
た
偉い

人じ
ん

た
ち
を
題だ

い

材ざ
い

と
し
た
人じ

ん

生せ
い

論ろ
ん

で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍ぐ

ん

を
打う

ち
破や

ぶ

っ
た
初し

ょ

代だ
い

ウ
ェ

リ
ン
ト
ン
公こ

う

爵し
ゃ
く

ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
（
１
７
６
９
―

１
８
５
２
）
が
借し

ゃ
っ

金き
ん

返へ
ん

済さ
い

を
迫せ

ま

る
債さ

い

権け
ん

者し
ゃ

の
前ま

え

で
縮ち

ぢ

こ
ま
っ
て

い
る
光こ

う

景け
い

か
ら
、
そ
の
人じ

ん

格か
く

の
高こ

う

潔け
つ

さ
を
描え

が

い
て
い
る
。

　
こ
の
話は

な
し

か
ら
、
あ
る
３
年ね

ん

女じ
ょ

子し

は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
感か

ん

想そ
う

を
書か

い

て
く
れ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
自じ

分ぶ
ん

の
国く

に

に
尽つ

く
す
と
い
う
意い

志し

が
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

に
あ
る
か
ら
近き

ん

代だ
い

国こ
く

と
な
り
、
世せ

界か
い

を
支し

配は
い

で
き
た
と
知し

り
、

尽つ

く
す
こ
と
の
大た

い

切せ
つ

さ
が
分わ

か
り
ま
し
た
。
共き

ょ
う

同ど
う

体た
い

の
た
め

に
役や

く

に
立た

つ
人ひ

と

に
な
ろ
う
と
す
れ
ば
、
全ぜ

ん

体た
い

的て
き

に
強つ

よ

く
な
り
、

自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

も
高た

か

め
ら
れ
る
の
で
、
自じ

分ぶ
ん

の
力ち

か
ら

を
高た

か

め
、
み
ん

な
の
た
め
に
な
れ
る
よ
う
頑が

ん

張ば

り
ま
す
。

　

そ
れ
と
同ど

う

時じ

に
、
イ
ギ
リ
ス
も
含ふ

く

め
た
近き

ん

代だ
い

の
欧お

う

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

が
１
４
８
０
年ね

ん

か
ら
１
９
４
０
年ね

ん

ま
で
の
４
６
０
年ね

ん

間か
ん

に

２
７
８
回か

い

も
の
戦せ

ん

争そ
う

を
し
て
き
た
事こ

と

を
付ふ

言げ
ん

し
た
。
約や

く

１
年ね

ん

８
か
月げ

つ

に
１
回か

い

の
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
れ
に
比く

ら

べ
て
、
日に

本ほ
ん

で

は
１
６
１
５
年ね

ん

（
豊と

よ

臣と
み

氏し

滅め
つ

亡ぼ
う

）
―
１
８
６
８
年ね

ん

（
大た

い

政せ
い

奉ほ
う

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

中ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

た
ち
は
、我わ

が
国く

に

の「
和わ

の
国く

に

」
ら
し
さ
を
聞き

い
て
、何な

に

を
思お

も

っ
た
か
。

還か
ん

）
の
約や

く

２
５
０
年ね

ん

間か
ん

も
平へ

い

和わ

が
続つ

づ

い
た
。
こ
れ
を
「
徳と

く

川が
わ

の
平へ

い

和わ

」
と
い
う
。
こ
ん
な
感か

ん

想そ
う

も
あ
っ
た
。

　
は
っ
き
り
言い

っ
て
日に

本ほ
ん

っ
て
か
な
り
た
く
さ
ん
戦せ

ん

争そ
う

し
て
い

る
ほ
う
だ
と
思お

も

っ
た
け
れ
ど
、
昔む

か
し

の
日に

本ほ
ん

の
様よ

う

子す

を
聞き

い
て
、

や
っ
ぱ
り
平へ

い

和わ

っ
て
い
い
な
と
思お

も

い
ま
し
た
。（
中ち

ゅ
う

２
男だ

ん

子し

）

　

講こ
う

演え
ん

の
結む

す

び
は
、
１
年ね

ん

生せ
い

が
水す

い

源げ
ん

林り
ん

の
見け

ん

学が
く

に
行い

っ
て
き
た

と
い
う
の
で
、
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

が
取と

り
組く

ま
れ
て
い
る
世せ

界か
い

の
水み

ず

問も
ん

題だ
い

を
取と

り
上あ

げ
た
。

　

世せ

界か
い

で
６
億お

く

６
千せ

ん

３
百び

ゃ
く

万ま
ん

人に
ん

も
の
人ひ

と

々び
と

が
安あ

ん

心し
ん

し
て
飲の

め

る
水す

い

源げ
ん

を
身み

近ぢ
か

に
持も

た
ず
、
年ね

ん

間か
ん

３
０
万ま

ん

人に
ん

の
乳に

ゅ
う

幼よ
う

児じ

が
汚よ

ご

れ
た
水み

ず

を
主し

ゅ

要よ
う

因い
ん

と
す
る
下げ

痢り

で
命い

の
ち

を
落お

と
し
て
い
る
。
ア
フ

リ
カ
で
は
土と

地ち

は
あ
り
余あ

ま

る
ほ
ど
あ
る
の
に
、
水み

ず

が
不ふ

足そ
く

し
て

い
る
た
め
に
農の

う

耕こ
う

が
で
き
ず
、
食し

ょ
く

料り
ょ
う

不ぶ

足そ
く

に
陥お

ち
いっ
て
い
る
。
水み

ず

問も
ん

題だ
い

こ
そ
は
現げ

ん

代だ
い

人じ
ん

類る
い

が
直ち

ょ
く

面め
ん

す
る
最さ

い

大だ
い

の
課か

題だ
い

の
一ひ

と

つ
で
あ

る
事こ

と

を
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

私わ
た
し

自じ

身し
ん

の
体た

い

験け
ん

で
も
、
中ち

ゅ
う

国ご
く

の
天て

ん

津し
ん

で
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

向む

け
の

そ
れ
な
り
の
ホ
テ
ル
に
泊と

ま
っ
た
の
に
、
水す

い

道ど
う

か
ら
は
砂す

な

の
混ま

じ
っ
た
茶ち

ゃ

色い
ろ

い
水み

ず

が
出で

て
く
る
。
バ
ス
タ
ブ
に
お
湯ゆ

を
貯た

め
て

も
砂す

な

混ま

じ
り
な
の
で
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
と
駐ち

ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

に

聞き

い
た
ら
、
し
ば
ら
く
待ま

つ
と
砂す

な

が
底そ

こ

に
沈し

ず

む
の
で
、
そ
れ
か

ら
そ
っ
と
砂す

な

を
巻ま

き
上あ

げ
な
い
よ
う
に
バ
ス
タ
ブ
に
入は

い

れ
ば
良よ

い
と
教お

そ

わ
っ
た
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
、
我わ

が
国く

に

の
ご
先せ

ん

祖ぞ

様さ
ま

た
ち
は
水み

ず

の
神か

み

様さ
ま

を
祀ま

つ

り
、
水み

ず

が
山や

ま

か
ら
平へ

い

野や

に
安あ

ん

定て
い

的て
き

に
流な

が

れ
る
よ
う
、
河か

川せ
ん

を
整せ

い

備び

し
無む

数す
う

の
た
め
池い

け

を
作つ

く

っ
て
き
た
。
水す

い

道ど
う

の
水み

ず

を
そ

の
ま
ま
飲の

め
る
国く

に

は
世せ

界か
い

に
そ
れ
ほ
ど
な
い
、
と
話は

な

し
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
多お

お

く
の
生せ

い

徒と

が
感か

ん

想そ
う

を
書か

い
て
く
れ
た
。

　
今い

ま

私わ
た
し

達た
ち

が
当あ

た
り
前ま

え

に
使つ

か

え
て
い
る
水み

ず

の
背は

い

景け
い

に
は
先せ

ん

祖ぞ

の
人ひ

と

々び
と

の
努ど

力り
ょ
く

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
初は

じ

め
て
知し

り
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
水み

ず

を
大た

い

切せ
つ

に
使つ

か

お
う
と
思お

も

い
ま
し
た
。

（
中ち

ゅ
う

２
女じ

ょ

子し

）

　
普ふ

段だ
ん

、
何な

に

気げ

も
な
く
蛇じ

ゃ

口ぐ
ち

を
ひ
ね
る
と
、
水み

ず

が
出で

て
、
手て

を
洗あ

ら

っ
た
り
、
飲の

ん
だ
り
し
て
い
る
水み

ず

は
、
他ほ

か

の
国く

に

だ
と
１
時じ

間か
ん

か
け
て
く
み
に
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今き

ょ
う日
、
私わ

た
し

た

ち
が
気き

軽が
る

に
水み

ず

が
使つ

か

え
る
の
は
、
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
の
お
か
げ
で
す
。

も
し
か
し
た
ら
、
数す

う

十じ
ゅ
う

年ね
ん

後ご

に
は
、
こ
ん
な
に
水み

ず

を
気き

軽が
る

に

使つ
か

え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
水み

ず

を
節せ

つ

約や
く

し
、
大た

い

切せ
つ

に
使つ

か

っ
て

い
き
た
い
と
お
も
い
ま
し
た
。（
中ち

ゅ
う

３
女じ

ょ

子し

）

　

２
年ね

ん

女じ
ょ

子し

の
一ひ

と

人り

は
講こ

う

演え
ん

全ぜ
ん

体た
い

を
こ
う
総そ

う

括か
つ

し
て
く
れ
た
。

　
今こ

ん

回か
い

の
講こ

う

座ざ

を
受う

け
て
、
最さ

い

初し
ょ

に
も
お
っ
し
ゃっ
て
い
た
が

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

と
い
う
こ
と
が
大た

い

切せ
つ

な
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思お

も

い
ま
し

１
．「
な
ぜ
、日に

本ほ
ん

人じ
ん

は『
お
も
て
な
し
』

　

  

の
気き

持も

ち
を
持も

っ
て
い
る
の
か
？
」
２
．「
東と

う

京き
ょ
う

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、  

  
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
た
く
さ
ん
お
も
て
な
し

  
を
し
て
、
日に

本ほ
ん

を
も
っ
と
好す

き

  

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

８
．「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ら
し
く

　
　

協き
ょ
う

力り
ょ
く

し
て
い
き
た
い
で
す
」

た
。
日ひ

び々

生せ
い

活か
つ

を
し
て
い
て
も
、
共き

ょ
う

同ど
う

体た
い

と
い
う
言こ

と

葉ば

は
あ

ま
り
聞き

か
な
い
け
ど
、
こ
の
講こ

う

座ざ

で
は
人ひ

と

と
し
て
、
国く

に

、
助た

す

け
合あ

い
な
ど
は
全す

べ

て
共き

ょ
う

同ど
う

体た
い

と
い
う
こ
と
が
重じ

ゅ
う

要よ
う

だ
と
言い

っ
て

い
る
と
思お

も

い
ま
し
た
。

　

そ
の
共き

ょ
う

同ど
う

体た
い

に
は
先せ

ん

祖ぞ

か
ら
我わ

れ

々わ
れ

を
経へ

て
子し

孫そ
ん

に
つ
な
が
っ

て
い
く
縦た

て

軸じ
く

と
、
学が

っ

校こ
う

、
地ち

域い
き

、
国く

に

、
世せ

界か
い

へ
と
広ひ

ろ

が
っ
て
い

く
横よ

こ

軸じ
く

が
あ
る
。

　
縄じ

ょ
う

文も
ん

と
い
っ
た
と
て
も
昔む

か
し

か
ら
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

の
心こ

こ
ろ

が
出で

来き

て
い

た
と
考か

ん
が

え
る
と
、
今い

ま

ま
で
そ
れ
を
つ
な
い
で
き
た
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
に

感か
ん

謝し
ゃ

し
た
く
な
っ
た
。・
・
・
日に

本ほ
ん

の
こ
の
よ
う
な
大た

い

切せ
つ

な
心こ

こ
ろ

持も

ち
を
日に

本ほ
ん

人じ
ん

で
あ
る
私わ

た
し

が
知し

ら
な
い
と
い
う
の
は
と
て
も
恥は

ず
か
し
く
な
っ
た
。
も
っ
と
自じ

国こ
く

を
知し

り
、
世せ

界か
い

へ
と
日に

本ほ
ん

を

発は
っ

信し
ん

し
、
後こ

う

世せ

の
人に

ん

間げ
ん

に
つ
な
い
で
い
き
た
い
。（
中ち

ゅ
う

３
男だ

ん

子し

）

　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
古こ

代だ
い

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
〝
お
も
て
な
し
の
心こ

こ
ろ

〟

を
も
ち
、
先せ

ん

祖ぞ

の
人ひ

と

々び
と

が
色い

ろ

々い
ろ

考か
ん
が

え
な
が
ら
行こ

う

動ど
う

し
て
き
た

お
か
げ
で
今い

ま

の
安あ

ん

定て
い

し
た
国こ

っ

家か

が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

知し

り
ま
し
た
。
そ
う
考か

ん
が

え
る
と
自じ

分ぶ
ん

も
人ひ

と

の
た
め
に
何な

に

か
尽つ

く
せ
る
こ
と
が
な
い
か
、
よ
く
考か

ん
が

え
る
こ
と
が
必ひ

つ

要よ
う

だ
と
思お

も

い

ま
し
た
。（
中ち

ゅ
う

３
男だ

ん

子し

）

　
ぼ
く
は
こ
の
話は

な
し

を
聞き

い
て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
す
ご
さ
を
知し

り
ま

し
た
。
昔む

か
し

か
ら
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
助た

す

け
合あ

う
精せ

い

神し
ん

を
持も

っ
て
い
て
、

江え

戸ど

時じ

代だ
い

に
一い

ち

度ど

も
戦せ

ん

争そ
う

が
な
か
っ
た
の
は
す
ご
い
と
思お

も

い
ま

す
。
他ほ

か

に
も
今い

ま

、
水み

ず

が
使つ

か

え
る
の
は
昔む

か
し

の
人ひ

と

の
お
か
げ
だ
し
、

色い
ろ

々い
ろ

と
物も

の

が
使つ

か

え
た
り
す
る
の
も
、
昔む

か
し

の
人ひ

と

の
お
か
げ
だ
と

思お
も

い
ま
す
。
だ
か
ら
日に

本ほ
ん

の
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
に
感か

ん

謝し
ゃ

し
よ
う
と
思お

も

い
ま
し
た
。
そ
し
て
自じ

分ぶ
ん

も
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ら
し
く
自じ

国こ
く

の
人ひ

と

に
も

他た

国こ
く

の
人ひ

と

に
も
助た

す

け
合あ

い
と
し
て
、
豊ゆ

た

か
な
社し

ゃ

会か
い

を
作つ

く

ろ
う

と
思お

も

い
ま
す
。（
中ち

ゅ
う

３
男だ

ん

子し

）

　
こ
う
い
う
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
、
ま
ず
は
日ひ

び々

の
行こ

う

動ど
う

に
繋つ

な

げ
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
。
そ
う
い
う
気き

持も

ち
か
ら
、
私わ

た
し

は
講こ

う

演え
ん

の
結む

す

び
と
し

て
「
一い

っ

燈と
う

照し
ょ
う

隅ぐ
う

、
万ば

ん

燈と
う

照し
ょ
う

国こ
く

」
と
い
う
言こ

と

葉ば

を
紹し

ょ
う

介か
い

し
た
。
一ひ

と

つ
の
ロ
ウ
ソ
ク
は
片か

た

隅す
み

し
か
照て

ら
せ
な
い
が
、
そ
う
い
う
ロ
ウ
ソ

ク
が
１
万ま

ん

本ぼ
ん

も
集あ

つ

ま
れ
ば
、
国く

に

全ぜ
ん

体た
い

を
照て

ら
せ
る
と
い
う
意い

味み

だ
。
こ
の
言こ

と

葉ば

を
生せ

い

徒と

た
ち
は
自じ

分ぶ
ん

の
生せ

い

活か
つ

の
中な

か

で
受う

け

止と

め
て
く
れ
た
よ
う
だ
。

　
い
ざ
と
い
う
時と

き

に
「
人ひ

と

々び
と

が
協き

ょ
う

力り
ょ
く

し
て
一ひ

と

つ
の
こ
と
を
な
し

と
げ
る
」
こ
の
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
知し

り
ま
し
た
。・
・
・

こ
れ
か
ら
合が

っ

唱し
ょ
うコ
ン
ク
ー
ル
な
ど
も
は
じ
ま
り
ま
す
。
最さ

い

後ご

の

合が
っ

唱し
ょ
う

な
の
で
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ら
し
く
協き

ょ
う

力り
ょ
く

し
て
い
き
た
い
で
す
。（
３

年ね
ん

男だ
ん

子し

）

　
学が

っ

校こ
う

生せ
い

活か
つ

の
中な

か

で
も
、
ク
ラ
ス
と
い
う
共き

ょ
う

同ど
う

体た
い

を
意い

識し
き

し

て
、
よ
り
良よ

い
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

の
受う

け
方か

た

な
ど
が
で
き
る
と
い
い
と
思お

も

い

ま
し
た
。（
中ち

ゅ
う

３
女じ

ょ

子し

）

　

話は
な

し
終お

え
て
、
講こ

う

演え
ん

会か
い

場じ
ょ
う

か
ら
退た

い

出し
ゅ
つ

す
る
時と

き

、
び
っ
く
り

す
る
よ
う
な
大お

お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

で
送お

く

ら
れ
た
。
そ
れ
も
こ
れ
ら
の

感か
ん

想そ
う

に
書か

か
れ
た
よ
う
に
自じ

分ぶ
ん

の
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
の
歴れ

き

史し

伝で
ん

統と
う

を

発は
っ

見け
ん

し
た
嬉う

れ

し
い
驚お

ど

き
か
ら
だ
ろ
う
。
４
５
０
人に

ん

の
生せ

い

徒と

た

ち
の
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

が
一い

っ

本ぽ
ん

の
ロ
ウ
ソ
ク
と
し
て
、
ご
先せ

ん

祖ぞ

様さ
ま

か
ら
い

た
だ
い
た
火ひ

で
周し

ゅ
う

囲い

を
明あ

か

る
く
照て

ら
し
て
い
っ
て
欲ほ

し
い
、
と

思お
も

っ
た
。 

                                       （
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
１
３
２
） 「
お
陰か

げ

様さ
ま

」
と
「
お
も
て
な
し
」

　

そ
こ
か
ら
生う

ま
れ
る
清き

よ

き
明あ

か

る
い
心こ

こ
ろ

持も

ち
が
幸こ

う

福ふ
く

へ
の
近ち

か

道み
ち

で
あ
る
こ
と
を
、
我わ

れ

々わ
れ

の
ご
先せ

ん

祖ぞ

様さ
ま

た
ち
は
知し

っ
て
い
た
。

h
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Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
０
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） 

君き
み

が
代よ

ク
イ
ズ

　

 

君き
み

が
代よ

は
戦せ

ん

争そ
う

侵し
ん

略り
ゃ
く

の
歌う

た

？

h
ttp

://w
w

w
2

s.b
ig
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b

e.n
e.jp

/n
ip

p
o

n
/
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1

_1
/jog0

9
3

.htm
l

ｃ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
８
４
） 

セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大だ

い

聖せ
い

堂ど
う

に
て
～

大だ
い

英え
い

帝て
い

国こ
く

建け
ん

設せ
つ

の
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
く

　

そ
こ
こ
こ
に
立た

つ
偉い

人じ
ん

の
彫ち

ょ
う

像ぞ
う

や
記き

念ね
ん

碑ひ

は
、
未み

来ら
い

の
「
精せ

い

神し
ん

の
貴き

族ぞ
く

」
を
育そ

だ

て
る
志

こ
こ
ろ
ざ
しの
記き

憶お
く

装そ
う

置ち

で
あ
る
。

h
ttp

://w
w

w
2

s.b
ig

lo
b

e.n
e.jp

/n
ip

p
o

n
/

jogbd_h1
3

/jog1
8

4
.htm

l

３
．「
日に

本ほ
ん

の
た
め
に
戦た

た
かっ
て

　
　

く
れ
て
い
て
す
ご
い
な
」

４
．「
１
つ
の
部ぶ

分ぶ
ん

が
く
ず
れ
る
と

　
　
　

全ぜ
ん

部ぶ

が
く
ず
れ
て
し
ま
う
」

６
．「
私わ

た
し
た
ち
が
気き

軽が
る

に
水み

ず

が
使つ

か

え
る

　
　
　
の
は
、
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
の
お
か
げ
」

５
．「
イ
ギ
リ
ス
が
共き

ょ
う

同ど
う

体た
い

の
ま
と
ま
り

　
　
　
の
お
か
げ
で
大お

お

き
く
な
っ
た
」

７
．「
共き

ょ
う

同ど
う

体た
い

と
い
う
こ
と
が

　
　

大た
い

切せ
つ

な
キ
ー
ワ
ー
ド
」

ｄ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
１
３
５
） 

水み
ず

の
力ち

か
ら

と
美う

つ
く

し
さ
に
神か

み

々が
み

を

見み

た
ご
先せ

ん

祖ぞ

様さ
ま

た
ち

　

水み
ず

の
恵め

ぐ

み
を
神か

み

々が
み

に
感か

ん

謝し
ゃ

し
、
水み

ず

の
力ち

か
ら

、
美う

つ
く

し
さ
に
賛さ

ん

嘆た
ん

す
る
ご
先せ

ん

祖ぞ

様さ
ま

の
感か

ん

性せ
い

が
、

豊ゆ
た

か
な
国こ

く

土ど

を
創つ

く

り
上あ

げ
て

き
た
。

h
ttp

://b
lo

g
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g
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新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

発は
っ

祥し
ょ
う

地ち

で
あ
る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
武ぶ

漢か
ん

で
、
コ
ロ
ナ
で
入

に
ゅ
う

院い
ん

し
て
い
た

す
べ
て
の
患か

ん

者じ
ゃ

が
退た

い

院い
ん

し
た

と
報ほ

う

じ
ら
れ
た
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
、

武ぶ

漢か
ん

を
含ふ

く

む
全ぜ

ん

国こ
く

で
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
減へ

り
続つ

づ

け
て
い
る
。
経け

い

済ざ
い

再さ
い

開か
い

も
進す

す

ん
で
い
る
。

　

浙せ
っ

江こ
う

省し
ょ
うの
衣い

料り
ょ
う

品ひ
ん

な
ど
の

工こ
う

場じ
ょ
うで
は
、
コ
ロ
ナ
危き

機き

前ま
え

（
春

し
ゅ
ん

節せ
つ

前ま
え

）
の
６
割わ

り

ぐ
ら
い
し

か
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

が
戻も

ど

っ
て
き
て
い

な
い
が
、
そ
れ
で
も
工こ

う

場じ
ょ
うを
フ

ル
回か

い

転て
ん

し
て
春は

る

物も
の

の
製せ

い

品ひ
ん

を

作つ
く

り
、
日に

本ほ
ん

な
ど
に
輸ゆ

出し
ゅ
つし

て
い
る
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
は
国こ

く

内な
い

旅り
ょ

行こ
う

も
解か

い

禁き
ん

さ
れ
始は

じ

め
た
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
、
コ
ロ
ナ
問も

ん

題だ
い

を
解か

い

決け
つ

し
た
、
コ
ロ
ナ
に
勝

し
ょ
う

利り

し
た
か

の
よ
う
だ
。

　

新し
ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
は
武ぶ

漢か
ん

の

ウ
イ
ル
ス
研け

ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

か
ら
漏ろ

う

洩え
い

し
た
疑う

た
が
い
が
強つ

よ

い
の
は
確た

し

か

だ
。
だ
が
、
も
う
コ
ロ
ナ
は

中ち
ゅ
う

国ご
く

に
関か

ん

係け
い

な
く
、
欧お

う

米べ
い

や
日に

本ほ
ん

な
ど
他た

国こ
く

の
問も

ん

題だ
い

に

な
っ
て
い
る
感か

ん

じ
だ
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
疑ぎ

問も
ん

が

湧わ

く
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
、
コ
ロ
ナ
に

対た
い

す
る
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

を
獲か

く

得と
く

し

た
の
か
？
？　

獲か
く

得と
く

し
て
い
な

い
場ば

合あ
い

、
そ
れ
で
も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は

コ
ロ
ナ
危き

機き

を
解か

い

決け
つ

し
た
と

言い

え
る
の
か
？
？

　

実じ
つ

の
と
こ
ろ
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

に
至い

た
っ
て
い
な
い
。
武ぶ

漢か
ん

の
病

び
ょ
う

院い
ん

が
最さ

い

近き
ん

、
院い

ん

内な
い

の

病び
ょ
う

院い
ん

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

と
通つ

う

院い
ん

者し
ゃ

、
退た

い

院い
ん

者し
ゃ

ら
を
対た

い

象し
ょ
うに
抗こ

う

体た
い

検け
ん

査さ

を
実じ

っ

施し

し
た
と
こ
ろ
、
過か

去こ

に
コ
ロ
ナ
に
感か

ん

染せ
ん

し
こ
と
が
あ

る
（
コ
ロ
ナ
の
免め

ん

疫え
き

を
持も

っ
て

い
る
）
人ひ

と

は
約や

く

３
％
し
か
い

な
か
っ
た
。

　
こ
れ
が
武ぶ

漢か
ん

全ぜ
ん

体た
い

の
状

じ
ょ
う

況
き
ょ
う

を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うし
て
い
る
の
な
ら
、

武ぶ

漢か
ん

は
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

に
ほ
ど
遠と

お

い
。

　

武ぶ

漢か
ん

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
最さ

い

初し
ょ

に
コ

ロ
ナ
に
感か

ん

染せ
ん

し
た
地ち

域い
き

な
の

で
、
武ぶ

漢か
ん

が
こ
ん
な
感か

ん

じ
な

ら
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
他ほ

か

の
地ち

域い
き

も
、

免め
ん

疫え
き

保ほ

持じ

者し
ゃ

は
３
％
か
そ
れ

以い

下か

で
あ
り
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

全ぜ
ん

体た
い

が

集し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

に
ほ
ど
遠と

お

い
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

は
１
月が

つ

末ま
つ

以い

降こ
う

、
全ぜ

ん

国こ
く

的て
き

に
強

き
ょ
う

烈れ
つ

な
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

を

２
か
月げ

つ

以い

上じ
ょ
うに
わ
た
っ
て
行

お
こ
な

い
、
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

を
全ぜ

ん

力り
ょ
くで
止と

め
た
。
そ
の
結け

っ

果か

、
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

が
止と

め
ら
れ
、
新あ

ら

た
な
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
少す

く

な
く
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

が
強

き
ょ
う

烈れ
つ

だ
っ
た
た
め
、
無む

発は
っ

症し
ょ
うの

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
増ぞ

う

加か

し
て
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

が
形け

い

成せ
い

さ
れ
て
い
く
過か

程て
い

が
進す

す

ま
ず
、
免め

ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

が

少す
く

な
い
状

じ
ょ
う

態た
い

の
ま
ま
だ
。

中ち
ゅ
う

国ご
く

、
Ｎ
Ｚ
も
免め

ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

が
少す

く

な
い
と
、
危き

険け
ん

状じ
ょ
う

態た
い

が
い
つ
ま
で
も
続つ

づ

く

　

免め
ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

が
少す

く

な
い
と

こ
ろ
に
外そ

と

か
ら
新あ

ら

た
な
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
入は

い

っ
て
く
る
と
、
再ふ

た
た
び

感か
ん

染せ
ん

が
広ひ

ろ

が
っ
て
し
ま
う
。

免め
ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

が
６
０
％
以い

上じ
ょ
うぐ
ら
い
に
な
る
と
、
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
外そ

と

か
ら
入は

い

っ
て
き
て
も

感か
ん

染せ
ん

が
広ひ

ろ

が
り
に
く
い
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の
状

じ
ょ
う

態た
い

に
な
る
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

は
、
国こ

く

内な
い

の
感か

ん

染せ
ん

が

落お

ち
着つ

い
て
国こ

く

内な
い

の
人ひ

と

の
移い

動ど
う

や
交こ

う

流り
ゅ
うが
再さ

い

開か
い

で
き
て
も
、

国こ
く

外が
い

か
ら
の
人ひ

と

の
流

り
ゅ
う

入に
ゅ
うと
、

中ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

の
海か

い

外が
い

渡と

航こ
う

を
、
今こ

ん

後ご

も
ず
っ
と
大お

お

き
く
制せ

い

限げ
ん

し

続つ
づ

け
ね
ば
な
ら
な
い
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
、
他ほ

か

の
世せ

界か
い

の
国く

に

々ぐ
に

が
す

べ
て
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

を
獲か

く

得と
く

す
る

ま
で
、
外そ

と

の
世せ

界か
い

と
人じ

ん

的て
き

な

交こ
う

流り
ゅ
うが
で
き
ず
、
国く

に

を
閉と

ざ

し
続つ

づ

け
る
こ
と
が
必ひ

つ

要よ
う

に
な

る
。

　

世せ

界か
い

が
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

を
獲か

く

得と
く

す
る
ま
で
、
ど
の
く
ら
い
か

か
る
の
か
。
コ
ロ
ナ
危き

機き

が

中ち
ゅ
う

国ご
く

で
発は

っ

祥し
ょ
うし
た
の
は
昨さ

く

年ね
ん

末ま
つ

で
、
す
で
に
そ
れ
か
ら

１
２
０
日に

ち

ぐ
ら
い
経た

っ
た
。

今こ
ん

後ご

そ
の
２
倍ば

い

の
２
４
０
日に

ち

た
っ
て
今こ

年と
し

末す
え

に
な
れ
ば
、

世せ

界か
い

的て
き

に
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

が
獲か

く

得と
く

で
き
る
の
か
？
？　

　

そ
の
場ば

合あ
い

で
も
、
年ね

ん

内な
い

は

国こ
く

際さ
い

的て
き

な
人じ

ん

的て
き

交こ
う

流り
ゅ
うが
で
き

な
く
な
る
。
日に

本ほ
ん

に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

旅り
ょ

行こ
う

者し
ゃ

が
来こ

な
い
ま
ま
だ
し
、

世せ

界か
い

の
航こ

う

空く
う

会が
い

社し
ゃ

の
多お

お

く
が

潰つ
ぶ

れ
る
か
国こ

く

有ゆ
う

化か

さ
れ
る
。

　

４
月が

つ

２
７
日に

ち

に
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
（
Ｎ
Ｚ
）
で
の

新し
ん

規き

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
１
人り

に
な
り
、

Ｎ
Ｚ
政せ

い

府ふ

は
コ
ロ
ナ
問も

ん

題だ
い

を

解か
い

決け
つ

し
た
と
勝

し
ょ
う

利り

宣せ
ん

言げ
ん

し

た
。
Ｎ
Ｚ
は
３
月が

つ

下げ

旬じ
ゅ
んか
ら

続つ
づ

け
て
き
た
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

を
解か

い

除じ
ょ

し
た
。
Ｎ
Ｚ
は
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

を
獲か

く

得と
く

し
た
の
か
？
？

入に
ゅ
う

院い
ん

中ち
ゅ
う

の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
英え

い

首し
ゅ

相し
ょ
う

（Andrew
 Parsons / 10 Dow

ning Street

）

日に

本ほ
ん

の
新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か
ん

染せ
ん

症し
ょ
う

対た
い

策さ
く

本ほ
ん

部ぶ

の
第だ
い

２
５
回か
い

会か
い

議ぎ

に
て
、
全ぜ
ん

世せ

帯た
い

へ
の
布ぬ
の

マ
ス
ク
２
枚ま
い

配は
い

布ふ

を
表ひ
ょ
う
明め
い
す
る
本ほ
ん

部ぶ

長ち
ょ
うの
安あ

倍べ

晋し
ん

三ぞ
う

首し
ゅ

相し
ょ
う（
４
月が
つ

１
日た
ち

、
総そ
う

理り

大だ
い

臣じ
ん

官か
ん

邸て
い

に
て
、

首し
ゅ

相し
ょ
う官か
ん

邸て
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

抗こ
う

体た
い

検け
ん

査さ

の
キ
ッ
ト
（Partynia / CC BY-SA

）

　

全ま
っ
た
く
違ち

が

う
。
Ｎ
Ｚ
で
は
抗こ

う

体た
い

検け
ん

査さ

が
行お

こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。

Ｎ
Ｚ
政せ

い

府ふ

は
「
抗こ

う

体た
い

検け
ん

査さ

は

あ
て
に
な
ら
な
い
」
と
言い

っ

て
、
検け

ん

査さ

キ
ッ
ト
の
輸ゆ

入に
ゅ
うす

ら
禁き

ん

止し

し
よ
う
と
し
て
い
る

（
実じ

っ

際さ
い

に
は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

製せ
い

で
誤ご

判は
ん

断だ
ん

す
る
検け

ん

査さ

キ
ッ
ト
が
あ
り

問も
ん

題だ
い

に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら

以い

外が
い

の
抗こ

う

体た
い

検け
ん

査さ

キ
ッ
ト
は

９
５
％
以い

上じ
ょ
うの
確か

く

度ど

だ
）。

　

Ｎ
Ｚ
の
隣と

な
り
の
豪ご

う

州し
ゅ
うに
は
、

集し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

な
ど
神し

ん

話わ

だ
と
断だ

ん

言げ
ん

す
る「
専せ

ん

門も
ん

家か

」す
ら
い
る
。

Ｎ
Ｚ
の
上

じ
ょ
う

層そ
う

部ぶ

は
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の
概が

い

念ね
ん

自じ

体た
い

を
嫌き

ら

っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
経け

い

緯い

か
ら
見み

て
、

Ｎ
Ｚ
の
免め

ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

率り
つ

も
３
～

５
％
ぐ
ら
い
で
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

に

ほ
ど
遠と

お

い
だ
ろ
う
。

　

と
な
る
と
、
Ｎ
Ｚ
も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

同ど
う

様よ
う

、
今こ

ん

後ご

も
ず
っ
と
外が

い

国こ
く

と
の
人じ

ん

的て
き

交こ
う

流り
ゅ
うを
大お

お

幅は
ば

に
制せ

い

限げ
ん

し
続つ

づ

け
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。

独ど
く

自じ

の
集し

ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

進す
す

め

る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
奇き

策さ
く

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

と
Ｎ
Ｚ
は
、
コ
ロ
ナ

に
勝

し
ょ
う

利り

し
た
「
戦せ

ん

勝し
ょ
う

国こ
く

」
ど

う
し
だ
が
、
両

り
ょ
う

国こ
く

間か
ん

の
人じ

ん

的て
き

交こ
う

流り
ゅ
うは
再さ

い

開か
い

で
き
る
の

か
？
？　

難む
ず
か

し
い
だ
ろ
う
。

か
ば
ね
を
乗の

り
越こ

え
、
国こ

く

際さ
い

的て
き

な
誹ひ

謗ぼ
う

中ち
ゅ
う

傷し
ょ
うを
乗の

り
越こ

え

て
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

を
や
り
続つ

づ

け
て

い
る
の
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
は
あ
と

一い
っ

歩ぽ

の
４
０
―
５
０
％

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
広こ

う

範は
ん

な

抗こ
う

体た
い

検け
ん

査さ

が
ま
だ
行お

こ
な
わ
れ
て

い
な
い
よ
う
だ
が
、
政せ

い

策さ
く

決け
っ

定て
い

に
た
ず
さ
わ
る
医い

師し

に
よ

る
と
、
首し

ゅ

都と

の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うは
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

ま
で

数す
う

週し
ゅ
う

間か
ん

の
と
こ
ろ
ま
で
き
て

い
る
。
人じ

ん

口こ
う

の
６
０
％
が
免め

ん

疫え
き

を
持も

つ
と
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

だ
と

言い

わ
れ
て
い
る
の
で
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
の
免め

ん

疫え
き

率り
つ

は
４
０

―
５
０
％
ぐ
ら
い
か
。
東と

う

京
き
ょ
う

よ
り
１
段だ

ん

高た
か

い
程て

い

度ど

だ
。

　

先せ
ん

進し
ん

諸し
ょ

国こ
く

や
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

ロ
シ

ア
な
ど
新し

ん

興こ
う

諸し
ょ

国こ
く

は
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

を
や
っ
て
い
る
が
、
発は

っ

展て
ん

途と

上じ
ょ
う

諸し
ょ

国こ
く

の
多お

お

く
は
ゆ
る
い

都と

市し

閉へ
い

鎖さ

し
か
や
っ
て
い
な
い

か
、
何な

に

も
や
っ
て
い
な
い
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ベ
ラ
ル
ー
シ

な
ど
は
、
権け

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

が
「
う
ち

で
は
コ
ロ
ナ
が
発は

っ

症し
ょ
うし
て
い
な

い
」
と
豪ご

う

語ご

し
て
無む

策さ
く

を
貫

つ
ら
ぬ

い
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
国く

に

が
、

最も
っ
とも
早は

や

く
、
ワ
イ
ル
ド
な
形

か
た
ち

で
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

を
獲か

く

得と
く

し
て
い

く
と
考か

ん
が
え
ら
れ
る
。
無む

策さ
く

型が
た

の
ワ
イ
ル
ド
な
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

策さ
く

は
死し

者し
ゃ

が
増ふ

え
る
の
で
「
悪わ

る

い
や
り
方か

た

」
だ
。

　

悪わ
る

い
や
り
方か

た

を
し
た
国く

に

々ぐ
に

相そ
う

互ご

に
、
相あ

い

手て

国こ
く

の
コ
ロ
ナ

感か
ん

染せ
ん

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
完か

ん

全ぜ
ん

に
信し

ん

頼ら
い

で
き
る
状

じ
ょ
う

態た
い

で
は
な
さ
そ
う

な
の
で
、
交こ

う

流り
ゅ
うを
再さ

い

開か
い

で
き

な
い
。

　

北ほ
く

欧お
う

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政せ

い

府ふ

筋す
じ

は
、
ま
も
な
く
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

を
獲か

く

得と
く

で
き
る
と
言い

っ
て
い

る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

を
獲か

く

得と
く

し
た
ら
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

や

Ｎ
Ｚ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
の

渡と

航こ
う

を
認み

と

め
る
か
？
？　

無む

理り

だ
ろ
う
。
信し

ん

用よ
う

で
き
な
い

か
ら
だ
。
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の
形け

い

成せ
い

を
高た

か

い
確か

く

度ど

で
確か

く

定て
い

す
る
方ほ

う

法ほ
う

も
ま
だ
な
い
。

　

世せ

界か
い

的て
き

に
コ
ロ
ナ
危き

機き

が

完か
ん

全ぜ
ん

に
終

し
ゅ
う

息そ
く

し
た
と
信し

ん

じ
ら

れ
る
ま
で
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

も
Ｎ
Ｚ
も

世せ

界か
い

と
の
人じ

ん

的て
き

交こ
う

流り
ゅ
うを
再さ

い

開か
い

で
き
な
い
。
コ
ロ
ナ
危き

機き

の
世せ

界か
い

的て
き

な
完か

ん

全ぜ
ん

な
解か

い

決け
つ

―
―
そ

れ
は
い
つ
か
？
？

　

今こ

年と
し

末す
え

で
は
な
い
。
来ら

い

年ね
ん

末ま
つ

か
？
？　

わ
か
ら
な
い
。　

ワ
ク
チ
ン
完か

ん

成せ
い

時じ

か
？
？

　

そ
れ
な
ら
２
０
２
５
―

３
０
年ね

ん

ぐ
ら
い
に
な
る
。
ワ

ク
チ
ン
も
完か

ん

璧ぺ
き

か
ど
う
か
不ふ

明め
い

だ
。
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
の
特と

く

性せ
い

自じ

体た
い

が
不ふ

確か
く

定て
い

な
の
で
、

何な
に

も
確か

く

定て
い

で
き
ず
、
信し

ん

用よ
う

で

き
な
い
。

　

途と

方ほ
う

も
な
い
長

ち
ょ
う

期き

間か
ん

、
国こ

く

際さ
い

的て
き

な
人じ

ん

的て
き

交こ
う

流り
ゅ
うや
国こ

く

際さ
い

化か

が
停て

い

止し

さ
れ
続つ

づ

け
る
。
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
旅り

ょ

客か
く

機き

を
作つ

く

る
ボ
ー
イ

ン
グ
社し

ゃ

は
、
経け

い

営え
い

の
立た

て
直な

お

し
に
何な

ん

年ね
ん

も
か
か
る
と
発は

っ

表
ぴ
ょ
う

し
た
。
当と

う

然ぜ
ん

だ
。
立た

て
直な

お

せ

る
か
ど
う
か
も
不ふ

明め
い

だ
。

　

国こ
く

際さ
い

化か

・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
状

じ
ょ
う

態た
い

は
完か

ん

全ぜ
ん

に
終お

わ

る
。
金き

ん

融ゆ
う

バ
ブ
ル
漬づ

け
だ
っ

た
米べ

い

国こ
く

が
金き

ん

融ゆ
う

破は

綻た
ん

し
、
米べ

い

国こ
く

の
覇は

権け
ん

体た
い

制せ
い

が
崩ほ

う

壊か
い

す
る
。

免め
ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

は
Ｎ
Ｙ

２
１
％
、
東と

う

京き
ょ
う３
０
％
？

　

免め
ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

が
３
％
し
か

い
な
い
武ぶ

漢か
ん

と
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

に
、

米べ
い

国こ
く

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市し

は
免め

ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

が
２
１
％
い
る
。

Ｎ
Ｙ
州し

ゅ
うが
最さ

い

近き
ん

、
広こ

う

範は
ん

な
抗こ

う

体た
い

検け
ん

査さ

を
実じ

っ

施し

し
た
。
武ぶ

漢か
ん

は
１
月が

つ

末ま
つ

か
ら
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

に

入は
い

っ
た
が
、
Ｎ
Ｙ
は
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

が
３
月が

つ

末ま
つ

か
ら
だ
。

　

武ぶ

漢か
ん

で
最さ

い

初し
ょ

の
コ
ロ
ナ
発は

っ

症し
ょ
う

者し
ゃ

が
出で

た
昨さ

く

年ね
ん

末ま
つ

以い

来ら
い

、

武ぶ

漢か
ん

な
ど
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
Ｎ
Ｙ
に

渡と

航こ
う

し
た
人ひ

と

か
ら
Ｎ
Ｙ
市し

内な
い

に
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
広ひ

ろ

が
り
、
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

を
開か

い

始し

す
る
前ま

え

に
か
な

り
の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

（
多お

お

く
は
無む

発は
っ

症し
ょ
う）
が
い
た
こ
と
に
な
る
。

都と

市し

閉へ
い

鎖さ

に
入は

い

る
の
が
遅お

そ

い

ほ
ど
、
免め

ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

が
多お

お

く

な
る
と
推す

い

測そ
く

で
き
る
。

　

Ｎ
Ｙ
市し

以い

外が
い

の
Ｎ
Ｙ
州し

ゅ
うで

は
、
人じ

ん

口こ
う

密み
つ

度ど

が
低ひ

く

い
地ち

域い
き

ほ
ど
免め

ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

の
割わ

り

合あ
い

が

少す
く

な
い
。
少す

く

な
い
地ち

域い
き

だ
と

５
％
ぐ
ら
い
の
交こ

う

代た
い

保ほ

有ゆ
う

率り
つ

だ
っ
た
。
都と

会か
い

の
方ほ

う

が
、
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

（
外が

い

出し
ゅ
つ

禁き
ん

止し

）
前ま

え

の

人ひ
と

々び
と

の
濃の

う

厚こ
う

接せ
っ

触し
ょ
くの
頻ひ

ん

度ど

が

高た
か

く
、
そ
れ
が
免め

ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

率り
つ

の
高た

か

さ
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
ろ

う
。

　

Ｎ
Ｙ
市し

の
免め

ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

率り
つ

が

２
１
％
な
ら
、
東と

う

京き
ょ
うの
免め

ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

率り
つ

は
３
０
％
以い

上じ
ょ
うか
も

し
れ
な
い
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
近ち

か

い
東と

う

京き
ょ
うの
方ほ

う

が
、
Ｎ
Ｙ
よ
り
も
コ

ロ
ナ
危き

機き

発は
っ

生せ
い

直ち
ょ
く

後ご

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
の
渡と

航こ
う

者し
ゃ

が
多お

お

く
、

感か
ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

の
度ど

合あ

い
も
大お

お

き

か
っ
た
と
考か

ん
が
え
ら
れ
る
か
ら

だ
。

　

Ｎ
Ｙ
の
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

は
３
月が

つ

末ま
つ

か
ら
だ
が
、
東と

う

京き
ょ
うの
非ひ

常
じ
ょ
う

事じ

態た
い

（
準

じ
ゅ
ん

都と

市し

閉へ
い

鎖さ

）
は
４

月が
つ

上じ
ょ
う

旬じ
ゅ
んか
ら
で
、
東と

う

京き
ょ
うの

方ほ
う

が
あ
と
だ
。
日に

本ほ
ん

は
、
欧お

う

米べ
い

や
中

ち
ゅ
う

国ご
く

よ
り
ゆ
る
い
自じ

粛
し
ゅ
く

に
と
ど
め
て
経け

い

済ざ
い

を
生い

か
し

つ
つ
、
隠い

ん

然ぜ
ん

と
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の

形け
い

成せ
い

を
目め

指ざ

そ
う
と
し
た
が
、

ト
ラ
ン
プ
か
ら
ダ
メ
だ
と
言い

わ
れ
て
経け

い

済ざ
い

を
自じ

滅め
つ

さ
せ
る

非ひ

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

を
や
ら
さ

れ
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の
形け

い

成せ
い

を
遅ち

延え
ん

さ
せ
ら
れ
て
い
る 

（
コ
ロ
ナ

危き

機き

は
ま
だ
序じ

ょ

の
口く

ち

）。

　

日に

本ほ
ん

や
英え

い

国こ
く

は
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

に
近ち

か

づ
こ
う
と
し
て
米べ

い

国こ
く

か
ら
妨ぼ

う

害が
い

さ
れ
て
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

っ
ぽ
い
方ほ

う

向こ
う

に
強

き
ょ
う

制せ
い

転て
ん

換か
ん

さ
せ
ら
れ
た
が
、
日に

ち

英え
い

の
し

長な
が

引び

き
大だ

い

不ふ

況き
ょ
う

招ま
ね

く
都と

市し

封ふ
う

鎖さ

か
４月

がつ

５日
か

版
ばん

大た
い

量り
ょ
う

死し

の
危き

険け
ん

性せ
い

あ
る
集し

ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

化か

か

コロナ禍
か

解
かい

決
けつ

策
さく

は
国こ

く

際さ
い

的て
き

に
信し

ん

用よ
う

し
て
も
ら

え
な
い
。
そ
も
そ
も
世せ

界か
い

的て
き

に
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の
形け

い

成せ
い

を
確か

く

認に
ん

す
る
方ほ

う

法ほ
う

も
な
い
の
で
、
こ
れ

ら
の
国く

に

々ぐ
に

も
他ほ

か

の
諸し

ょ

国こ
く

と
の

人じ
ん

的て
き

交こ
う

流り
ゅ
うを
絶た

た
れ
た
ま
ま

だ
。

集し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

を

疑ぎ

問も
ん

視し

す
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
抗こ

う

体た
い

検け
ん

査さ

の

陽よ
う

性せ
い

者し
ゃ

で
あ
る
既き

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

が

免め
ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

で
あ
る
と
は
限か

ぎ

ら
な
い
と
言い

っ
て
い
る
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

の
研け

ん

究き
ゅ
うに
よ
る
と
、

コ
ロ
ナ
の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

の
う
ち
５

―
１
０
％
は
体た

い

内な
い

に
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な

量り
ょ
うの
抗こ

う

体た
い

が
で
き
な
い
ま
ま

治ち

癒ゆ

し
て
し
ま
う
の
で
再さ

い

感か
ん

染せ
ん

の
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
治ち

癒ゆ

」

の
状

じ
ょ
う

態た
い

が
、
本ほ

ん

当と
う

の
治ち

癒ゆ

な

の
か
、
そ
れ
と
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検け

ん

査さ

の
確か

く

度ど

の
低ひ

く

さ
か
ら
く
る

偽ぎ

陰い
ん

性せ
い

だ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な

い
。
偽ぎ

陰い
ん

性せ
い

だ
っ
た
な
ら
、
コ

ロ
ナ
の
特と

く

性せ
い

で
な
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検け
ん

査さ

の
特と

く

性せ
い

の
話は

な
しに
な
る
。

　

相あ
い

方か
た

を
不ふ

確か
く

定て
い

だ
と
攻こ

う

撃げ
き

す
る
人ひ

と

の
根こ

ん

拠き
ょ

自じ

体た
い

が
不ふ

確か
く

定て
い

だ
っ
た
り
す
る
。
体た

い

内な
い

に
で

き
た
抗こ

う

体た
い

が
何な

ん

か
月げ

つ

～
何な

ん

年ね
ん

も
つ
の
か
も
不ふ

明め
い

だ
。
こ
れ
ら

は
実じ

っ

際さ
い

に
抗こ

う

体た
い

を
持も

っ
て
い
る

人ひ
と

に
定て

い

期き

的て
き

に
検け

ん

査さ

し
続つ

づ

け

る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
判は

ん

明め
い

し

な
い
。

　

コ
ロ
ナ
と
抗こ

う

体た
い

の
特と

く

性せ
い

が

確か
く

定て
い

的て
き

に
わ
か
る
ま
で
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の
形け

い

成せ
い

を
確か

く

定て
い

的て
き

に

定て
い

義ぎ

で
き
な
い
。
そ
れ
に
は

何な
ん

年ね
ん

も
か
か
る
。
確か

く

定て
い

的て
き

に

や
ろ
う
と
す
る
と
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

策さ
く

は
か
な
り
難む

ず
か
し
い
も
の

に
な
る
。

　

欧お
う

米べ
い

で
は
、
抗こ

う

体た
い

検け
ん

査さ

に

よ
っ
て
免め

ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

と
判は

ん

明め
い

し
た
人ひ

と

に
「
免め

ん

疫え
き

旅り
ょ

券け
ん

」
や

「
免め

ん

疫え
き

バ
ッ
ジ
」
を
わ
た
し
、

そ
れ
ら
を
持も

っ
て
い
る
人ひ

と

か
ら

先さ
き

に
職

し
ょ
く

場ば

復ふ
っ

帰き

さ
せ
る
こ
と

で
、
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

を
解と

い
て
い

く
免め

ん

疫え
き

旅り
ょ

券け
ん

政せ
い

策さ
く

が
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の
具ぐ

体た
い

策さ
く

と
し
て
提て

い

案あ
ん

さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
抗こ

う

体た
い

が
あ
る
人ひ

と

が

絶ぜ
っ

対た
い

に
再さ

い

感か
ん

染せ
ん

し
な
い
の
か
、

他た

人に
ん

に
感か

ん

染せ
ん

を
う
つ
さ
な
い
の

か
、
と
い
っ
た
あ
た
り
の
こ
と

が
不ふ

確か
く

定て
い

だ
。
抗こ

う

体た
い

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

の
０
・１
％
で
も
感か

ん

染せ
ん

す
る
／

さ
せ
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
感か

ん

染せ
ん

を
再さ

い

拡か
く

大だ
い

さ
せ
る
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た

め
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
免め

ん

疫え
き

旅り
ょ

券け
ん

の
や

り
方か

た

に
反は

ん

対た
い

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

策さ
く

は
不ふ

完か
ん

全ぜ
ん

だ
。
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

策さ
く

は
「
人ひ

と

殺ご
ろ

し
」
扱あ

つ
か
い
さ
れ
て

い
る
。
と
く
に
軍ぐ

ん

産さ
ん

リ
ベ
ラ

ル
系け

い

の
マ
ス
コ
ミ
は
、
コ
ロ
ナ

の
危き

険け
ん

性せ
い

を
誇こ

張ち
ょ
うし
て
伝つ

た

え

る
と
同ど

う

時じ

に
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

策さ
く

を
異い

様よ
う

に
非ひ

難な
ん

中ち
ゅ
う

傷し
ょ
うし
て
き

た
。

　

な
ぜ
軍ぐ

ん

産さ
ん

が
そ
の
よ
う
な

傾け
い

向こ
う

に
な
る
の
か
と
い
う
理り

由ゆ
う

は
改あ

ら
た

め
て
分ぶ

ん

析せ
き

し
た
い
。

集し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

策さ
く

が
不ふ

完か
ん

全ぜ
ん

な
の

は
事じ

実じ
つ

だ
。

都と

市し

閉へ
い

鎖さ

や
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

が
最さ

い

良り
ょ
う

策さ
く

で
は
な
い
事じ

実じ
つ

　

し
か
し
同ど

う

時じ

に
い
え
る
の

は
、
い
ま
多お

お

く
の
諸し

ょ

国こ
く

が
や
っ

て
い
る
都と

市し

閉へ
い

鎖さ

や
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く（
準

じ
ゅ
ん

都と

市し

閉へ
い

鎖さ

）
が
、
確か

く

定て
い

的て
き

に
「
良よ

い
」
政せ

い

策さ
く

で
あ

る
と
も
全ま

っ
た
く
言い

え
な
い
こ
と

だ
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

の
例れ

い

で
わ
か
る
よ
う

に
、
閉へ

い

鎖さ

や
自じ

粛し
ゅ
くは
強

き
ょ
う

硬こ
う

に

や
る
ほ
ど
、
免め

ん

疫え
き

保ほ

有ゆ
う

者し
ゃ

の

増ぞ
う

加か

を
抑よ

く

止し

し
、
短た

ん

期き

的て
き

に

は
コ
ロ
ナ
に
「
勝

し
ょ
う

利り

」
し
う

る
が
、
こ
の
勝

し
ょ
う

利り

は
近き

ん

視し

眼が
ん

的て
き

で
、
逆ぎ

ゃ
くに
そ
れ
に
よ
っ
て
都と

市し

や
国こ

っ

家か

の
閉へ

い

鎖さ

を
長な

が

く
続つ

づ

け
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　

経け
い

済ざ
い

破は

綻た
ん

、
財ざ

い

政せ
い

破は

綻た
ん

、

金き
ん

融ゆ
う

破は

綻た
ん

、
生せ

い

活か
つ

困こ
ん

窮き
ゅ
う

者し
ゃ

の
増ぞ

う

加か

な
ど
、
閉へ

い

鎖さ

に
よ
る

マ
イ
ナ
ス
面め

ん

の
方ほ

う

が
は
る
か
に

大お
お

き
く
な
る
。

　

閉へ
い

鎖さ

や
自じ

粛し
ゅ
くを
長な

が

く
続つ

づ

け

た
後の

ち

、
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が

増ふ

え
な
く
な
る
時と

き

、
そ
れ
は

集し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

が
形け

い

成せ
い

さ
れ
た
時と

き

で
も
あ
る
。

　

感か
ん

染せ
ん

に
よ
っ
て
人ひ

と

々び
と

が
獲か

く

得と
く

し
た
免め

ん

疫え
き

が
短た

ん

期き

間か
ん

し
か

続つ
づ

か
な
い
場ば

合あ
い

、
再さ

い

感か
ん

染せ
ん

が

増ふ

え
て
再さ

い

閉へ
い

鎖さ

が
必ひ

つ

要よ
う

に
な

る
。
だ
が
、
免め

ん

疫え
き

切ぎ

れ
は
全ぜ

ん

員い
ん

が
い
っ
ぺ
ん
に
な
る
も
の
で

な
く
、
少す

こ

し
ず
つ
切き

れ
て
い
く

だ
ろ
う
し
、
再さ

い

感か
ん

染せ
ん

し
て
も

８
０
―
９
６
％
は
無む

発は
っ

症し
ょ
うか

軽け
い

症し
ょ
うだ
。

　
こ
の
よ
う
な
世せ

界か
い

的て
き

な
感か

ん

染せ
ん

状じ
ょ
う

態た
い

が
長な

が

引び

く
ほ
ど
、
持じ

病び
ょ
う

持も

ち
や
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

が
減へ

り
、

残の
こ

っ
た
人じ

ん

類る
い

の
重

じ
ゅ
う

篤と
く

な
発は

っ

症
し
ょ
う

者し
ゃ

が
減へ

る
。
人じ

ん

類る
い

の
平へ

い

均き
ん

寿じ
ゅ

命み
ょ
うが
短み

じ
か

く
な
る
だ
ろ
う
が
、

人じ
ん

類る
い

は
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
と
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

し
て
い
く
。
こ
れ
が
最さ

い

悪あ
く

の
場ば

合あ
い

の
解か

い

決け
つ

状じ
ょ
う

態た
い

だ
。

　

ど
っ
ち
に
し
て
も
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の
形け

い

成せ
い

が
解か

い

決け
つ

に
な
る
。

集し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

を
政せ

い

策さ
く

と
し
て
実じ

っ

行こ
う

し
な
く
て
も
、
何な

ん

年ね
ん

後ご

か

の
コ
ロ
ナ
が
終

し
ゅ
う

息そ
く

す
る
状

じ
ょ
う

態た
い

は
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

の
自し

然ぜ
ん

な
形け

い

成せ
い

に
な
る
。
そ
の
う
ち
に
ワ

ク
チ
ン
も
で
き
る
。

日に

本ほ
ん

の
厳き

び

し
い
経け

い

済ざ
い

停て
い

止し

は
長な

が

引び

く
方ほ

う

向こ
う

か

　

都と

市し

や
国こ

っ

家か

の
閉へ

い

鎖さ

は
も

の
す
ご
く
長な

が

引び

く
だ
ろ
う
。

そ
れ
な
ら
、
閉へ

い

鎖さ

を
ゆ
る
く

し
て
事じ

態た
い

を
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

に
近ち

か

づ
け
た
方ほ

う

が
得と

く

策さ
く

だ
。
高こ

う

齢れ
い

の
家か

族ぞ
く

と
同ど

う

居き
ょ

し
て
い
な
い

若わ
か

者も
の

の
職

し
ょ
く

場ば

復ふ
っ

帰き

を
容よ

う

認に
ん

し

よ
う
と
し
た
英え

い

国こ
く

の
専せ

ん

門も
ん

家か

集し
ゅ
う

団だ
ん

の
案あ

ん

は
合ご

う

理り

的て
き

だ
っ

た
。

　

だ
が
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
ボ

ロ
ク
ソ
に
言い

わ
れ
て
実じ

つ

現げ
ん

し
て

い
な
い
。
軍ぐ

ん

産さ
ん

マ
ス
コ
ミ
は
本ほ

ん

来ら
い

、
米べ

い

国こ
く

の
覇は

権け
ん

を
永え

い

続ぞ
く

さ

せ
た
い
は
ず
な
の
だ
が
、
コ
ロ

ナ
に
関か

ん

し
て
は
米べ

い

国こ
く

の
覇は

権け
ん

を
自じ

滅め
つ

さ
せ
る
方ほ

う

向こ
う

の
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
を
発は

っ

し
ま
く
っ
て
い

る
。

　

誰だ
れ

か
が
軍ぐ

ん

産さ
ん

マ
ス
コ
ミ
を

騙だ
ま

し
て
自じ

滅め
つ

方ほ
う

向こ
う

に
走は

し

ら
せ

て
い
る
。
日に

本ほ
ん

も
、
非ひ

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

の
前ま

え

は
、
隠い

ん

然ぜ
ん

集し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

策さ
く

っ
ぽ
く
て
今い

ま

か
ら
思お

も

う
と
良よ

か
っ
た
の
だ
が
、
お
そ

ら
く
ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

か
ら
の

横よ
こ

や
り
が
入は

い

り
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

に
近ち

か

づ
か
せ
ず
事じ

態た
い

を
長な

が

引び

か
せ
る
今い

ま

の
強つ

よ

い
自じ

粛し
ゅ
くと
経け

い

済ざ
い

停て
い

止し

の
体た

い

制せ
い

に
変か

わ
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政せ

い

権け
ん

は
隠か

く

れ
多た

極き
ょ
く

主し
ゅ

義ぎ

で
、
コ
ロ
ナ
危き

機き

を

使つ
か
っ
て
米べ

い

国こ
く

の
覇は

権け
ん

や
ド
ル
・

金き
ん

融ゆ
う

バ
ブ
ル
の
崩ほ

う

壊か
い

を
引ひ

き

起お

こ
し
た
い
の
で
、
日に

ち

銀ぎ
ん

が
ド

ル
支し

援え
ん

で
な
く
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

経け
い

済ざ
い

の
支し

援え
ん

に
専せ

ん

念ね
ん

せ
ざ
る

を
え
な
く
な
る
よ
う
、
日に

本ほ
ん

に
厳き

び

し
い
経け

い

済ざ
い

停て
い

止し

を
や
ら

せ
て
い
る
の
だ
と
思お

も

わ
れ
る
。

　

私わ
た
し
の
こ
の
推す

い

論ろ
ん

が
正た

だ

し
い

な
ら
、
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

を
停て

い

止し

さ

せ
る
状

じ
ょ
う

態た
い

は
ま
だ
し
ば
ら
く

続つ
づ

く
。
も
し
５
月が

つ

上じ
ょ
う

旬じ
ゅ
んに
非ひ

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

が
解か

い

除じ
ょ

さ
れ
て

も
、
経け

い

済ざ
い

活か
つ

動ど
う

の
再さ

い

開か
い

は
と

て
も
限げ

ん

定て
い

的て
き

に
な
る
。（
ウ
イ

ル
ス
危き

機き

が
世せ

界か
い

経け
い

済ざ
い

を
リ

セ
ッ
ト
す
る
）

　

コ
ロ
ナ
関か

ん

連れ
ん

の
分ぶ

ん

析せ
き

は
な

か
な
か
す
っ
き
り
し
た
も
の
が

書か

け
な
い
。
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

だ
。

軍ぐ
ん

産さ
ん

や
隠か

く

れ
多た

極き
ょ
く

主し
ゅ

義ぎ

と

コ
ロ
ナ
危き

機き

の
関か

ん

係け
い

ま
で
踏ふ

み
込こ

ん
で
書か

き
た
い
の
だ
が
、

そ
の
前ま

え

に
感か

ん

染せ
ん

そ
の
も
の
を

め
ぐ
る
政せ

い

策さ
く

や
歪わ

い

曲き
ょ
くの
分ぶ

ん

析せ
き

で
ま
だ
手て

一い
っ

杯ぱ
い

だ
。

　

今こ
ん

回か
い

は
も
う
一い

っ

本ぽ
ん

、
一い

っ

昨さ
く

日じ
つ

完か
ん

成せ
い

し
か
け
た
が
満ま

ん

足ぞ
く

せ
ず
ボ
ツ
に
し
た
記き

事じ

が
あ
る
。
新あ

ら

た
に
書か

い
た

も
の
の
方ほ

う

が
良よ

い
と
い
う
感か

ん

じ
も
し
な
い
の
で
、
ボ
ツ
に

し
た
前ま

え

の
記き

事じ

「
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

を
遅お

く

ら
せ
る
今い

ま

の
コ
ロ
ナ

対た
い

策さ
く

」
も
以い

下か

に
掲け

い

載さ
い

し

て
お
く
。 

（
集

し
ゅ
う

団だ
ん

免め
ん

疫え
き

を

遅お
く

ら
せ
る
今い

ま

の
コ
ロ
ナ
対た

い

策さ
く

〈http://tanakanew
s.

co
m

/2
0

0
4

2
6

viru
s.

htm

〉）

【
※
出し

ゅ
っ

典て
ん

確か
く

認に
ん

は
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ん
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と

サ
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ト
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